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Ⅰ 序文 
 

１．「緑・環境・市民生活」分野では、提言書策定過程において、委員の共通認識の整合化を討議

した結果、下記の事項がほぼ全委員の基本的スタンスとして合意された。 

（１） 長期計画は、全ての施策の根幹をなすもので、明確な理想と具体的な方向を掲げ、それに

向かって邁進する決意を市民に提示するものである。 

（２） 長期計画は、理想像のみを示すものでなく、歴史と経緯の延長線上に、過去の分析・評価・

反省の結果として築き上げられた姿を反映するものでなければならない。 

（３） 施策は「企画・実行・見直し・行動（PDCA）」の輪を回すことで達成され、全局面で行

政・市民・事業者、３者の対等の協働（イコール・パートナー）が図られなければならな

い。 

（４） 長期計画の内容・重要性は、市民にわかりやすく広報され、施策が実行されることで徹底

される。市民も責任を分担し、その円滑な実行のために主体的に役割を果たす。 

（５） 施策は、企画・実施に加え、年限を決めて常に見直すことでコスト低減が図られなければ

ならない。一方で環境・教育・福祉などコストという概念に馴染まない領域に関しては、

特別な配慮がなされるべきである。 

（６） しかし、全ての領域、全ての案件に対して、予算・スケジュールの両面で｢優先順位づけ｣

が厳密に適用されなければならない。 

（７） 公平・公正、平和・人権に関する視点をおろそかにしない。 

（８） 声の届きにくい市民への配慮も忘れてはならない。 

 

２．私たちの部会では、緑・環境・市民生活１・市民生活２、の４グループに分かれ、最初は行 

  政各部門からの状況説明と質疑、次に第四期長期計画実施状況(資料)をベースにした討議を 

  行った。会議は、１８回・５０時間以上、個別打ち合わせを含めれば延べ１００時間に及び、 

  出席した委員たちは、「安全で暮らしやすい市民生活とはどの様な姿か」｢武蔵野市でそれを 

  どのようにして実現できるか｣｢阻害要因は何か｣と言う切り口で、熱心な討議を繰り返した。 

  委員は職業、年齢、生活の場もばらばらで、当然考え方、対応の方法が異なり、激しいやり 

  取りもあったが、より良い武蔵野市を構築したいという思いは共通であり、前向きな結論を 

  得ることが出来た。以下にその結果を詳述する。 
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Ⅱ 委員名簿 

 
     ◎栗原 毅  （境南町）・・・策定委員 

       石川 洋一 （吉祥寺本町）     

       今木 仁恵 （吉祥寺南町） 

       河田 鐵雄 （吉祥寺南町）     

       久木野 良子（西久保） 

       上月 孝雄 （桜堤）       

       近藤 溪子（吉祥寺本町） 

       西園寺 美希子（境南町）    

       島田 玲子（関前）     

       白石 ケイ子（緑町） 

       瀬口 亮子（境）          

       谷 正幸（中町） 

       冨川 昌美（関前）      

       長嶋 みよ子（桜堤） 

       新垣 俊彦（西久保） 

       渡部 直子（緑町） 

 

       赤松 不二子（関前 06 年 12 月 13 日まで）     

  

       アドバイザー 小竹佐知子 （日本獣医生命科学大学 助教授） 

       事 務 局  渡邊 昭浩（安全対策課長）  

           馬場 武寛（市民活動センター）     

           花木 賢太（安全対策課） 

           増田 美照（市政センター）         

           宮澤 大介（交流事業課） 

           福田 龍介（環境政策課）            

           後藤 竜平（ごみ総合対策課） 

           朝生 剛 （緑化環境センター）        

           大内 真子（指導課） 

              秋山 清 （生涯学習スポーツ課）    
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Ⅲ 会議記録 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 回 日  時 参加委員 傍聴者 

 1 平成 18 年 9 月 9 日 19 名 － 

 2  10 月 4 日 16 名 3 名 

 3  10 月 13 日 16 名 1 名 

 4  11 月 13 日 19 名 10 名 

 5  11 月 26 日 16 名 4 名 

 6  12 月 6 日 17 名 0 名 

 7  12 月 12 日 17 名 4 名 

 8 平成 19 年 1 月 9 日 18 名 4 名 

 9  1 月 20 日 16 名 1 名 

 10  1 月 30 日 16 名 1 名 

 11  2 月 5 日 15 名 4 名 

 12  2 月 13 日 14 名 4 名 

 13  2 月 23 日 15 名 1 名 

 14  3 月 2 日 12 名 0 名 

 15  3 月 13 日 13 名 0 名 

 16  3 月 17 日 14 名 1 名 

 17  3 月 22 日 15 名 0 名 

 18  3 月 29 日 11 名 0 名 
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Ⅳ 提言書 
 

 

 

 

   提言書の記載について 

 

１．現行の長期計画の中の、該当する項目とページ数を記し、その後に、 

  改訂案を記載した。 

２．現行の文言に加筆した部分を下線で示した。削除した部分は特に示さ 

  なかった。 

    ３．基本構想にさかのぼって言及した部分は、枠線で囲って示した。 
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【１】 緑 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

長期計画 第 2 章 施策の体系  ２．施策の体系 

現行 74 ページ ２．緑豊かな都市環境の創出 

（１）特色ある公園づくりの推進 

 まず、行政・市民・各分野の専門家によって構成される委員会によって「武蔵野市の公園の総

合計画」を策定する。そこでは、公園・緑地の量的な拡充のほか、利便の公平性、使用目的の明

確化などを検討する。また企画段階のみならず恒常的な運営についても市民の積極的な参加を進

基本構想 第 2 章 まちづくりの目標と圏域ごとのまちづくり 

現行 23 ページ （４）緑あふれる快適なまち 

 修正なし。 

基本構想 第 3 章 施策の大綱  Ⅲ 快適で豊かな都市文化を育む 

現行 34 ページ ２．緑豊かな都市環境の創出 

◇ 公園の量的拡大と多様なニーズに対応できる総合的な公園配置計画策定のため、組織横 

  断型・市民参加の委員会を構成する。 

◇ 緑は環境・安全・教育・まちづくり・景観保全などと複雑に関連しており、従って日常 

  的な運営においても、行政・市民・各分野の専門家が緊密に連携することで公共施設は 

  もとより、民間の緑の回復を目指し総合的な緑化空間の拡充を図る。 

長期計画 第 1 章 まちづくりの現状と課題、新たな視点 

現行 51 ページ ９．環境形成とまちづくり （３）緑の回復 

 公園用地の確保、小中学校や公共施設の緑化、沿道緑化、民有地への緑化指導などにより、

市内の緑は徐々に回復しつつあるが、農地は減少している。緑被率について当面の目標は、

平面的な緑被率に壁面緑化のような立体的なものを加味し、環境基本計画の 2010 年 25%目

標を勘案し、2014 年 26%とする。農地を含む現在の緑地を維持することを重点課題とし、現

実的な施策で拡大を目指す。 

長期計画 第 2 章 施策の体系  １．優先施策 

現行 55 ページ （４）緑化・環境施策の推進 

 緑に関連する部分は、修正なし。（環境に関連する部分の言及は【２】で述べる） 

6



 

めることで、公園に関する理解と協力を増進させる。武蔵境駅前の広場公園やプレイリーダーが

配置された「冒険遊び場」、「農業ふれあい公園」など特色ある公園づくりを進める。 

（２）魅力ある遊歩道の再整備 

 緑化推進ゾーンであるグリーンパーク緑地を安全で快適に移動できる緑の回廊として拡充整備

するとともに、千川上水遊歩道を再整備する。玉川上水、千川上水、仙川など緑の軸を中心に、

水辺を含めた再整備を、様々な緑の保全・創出と連携して進める。また、防火・環境面を考慮し、

幹線道路について常緑樹による緑化を検討、推進する。 

（３）市民との協働でつくる緑化空間 

 緑は我々の生活に不可欠のものとして深く関わっており、従って緑化の活動は行政、市民がそ

れぞれ別個に、時限的に検討するのではなく恒常的・組織的・横断的に推進する。まず公共施設

はもとより、民有地や民間施設の緑の回復を目指し、既設の制度などの見直しや拡充を行う。屋

上緑化・壁面緑化などによる公共施設の緑化を進め、民間の緑へとつなげていくとともに、その

効果について定量的な検証を実施する。教育・環境の両面で効果が期待される学校校庭の芝生化

について推進を図る。一方、既存のビオトープの現況を検討し、地域住民の環境教育の場として

の活用を図る。 

 また、屋敷林や樹林地、農業用地などを保全するとともに新たな緑の創出を図るため、税制度

を含めた助成策の調査・研究を行う。さらに公共用地及び民有地の借り上げ地を活用し、暫定利

用のコミュニティガーデンを配置する。 

 緑の樹木の側面としての「落ち葉の堆肥化システム」については、「地域通貨（エコマネー）」

の採用・流通を含めて推進する。「落ち葉」を循環のシステムの中に取り込むことで、「落ち葉」

による市民の負担を軽減し、公平化を図ることができる。また自然の仕組みについても学習する

機会となる。 

 公園の管理については、積極的に市民参加を促し、地域ごとに特色のある公園管理を行うため

の制度導入について検討する。また、市民が運営する「むさしの自然環境センター」の設置を検

討するとともに、人材の確保と緑化環境に関する技術や知識の向上のため、独自の資格試験であ

るグリーンマスター制度を導入する。  

 

現行 74 ページ ３．身近な自然の回復と保全 

（１）水辺空間の整備と生態系の重視 

 周辺市民の参加によって仙川水辺環境の整備を行うほか、玉川上水に沿う遊歩道、野鳥の森公

園、西久保公園を一体的に整備する。また、広域的な視点で、水と緑豊かな都市環境を創出する。 

（２）近郊地の森林の保全と活用 

 荒廃しつつある東京の森林を保全し、育成するため、「二俣尾・武蔵野市民の森」及び奥多摩の

森の保全業務を継続して展開するとともに、身近な自然体験学習ができる場として整備・活用す

る。行政、市民、企業が連携し、水辺・緑環境の保全や森林保全活動等を行うためのファンドや

トラスト法人を設置して、ボランティア活動の支援や情報発信の拠点とする。 
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【２】 環境 
 
 

 

  

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

基本構想 第 2 章 まちづくりの目標と圏域ごとのまちづくり １．まちづくりの目標 

現行 23 ページ （３）環境と共生する循環型のまち 

 有限な地球環境資源を大切に守り、良好な形で次世代に引き継いでいくため、市民一人ひ

とりが自らのライフスタイルを見直す必要がある。また、地球温暖化は、影響の深刻さから

見れば、環境問題の中でも最大の課題であるが、ここにも個人の生活スタイルの問題が大き

く関っている。温室効果ガスの削減に向けて国際的なしくみづくりが試みられる中、個人や

地域における小さな取り組みの積み重ねもますます重要になっている。  

 そのような観点から、市では、環境と共生するまちづくりを進めるため、市政におけるす

べての施策に環境の視点を置く。市民に対しては環境配慮型ライフスタイルの提案など意識

啓発を、子どもたちに対しては環境学習等の施策を進めるとともに、事業者に対しても環境

経営の普及促進のため「グリーンパートナー制度」への参加を要請していく。また、太陽光

発電や燃料電池など二酸化炭素を排出しない新エネルギーの導入を誘導し、環境に配慮した

循環型の持続可能なまちづくりを進める。 

 さらに、ごみの減量・資源化・処理経費削減を、多摩地域の広域的な連携を保ちながら、

家庭ごみ収集の有料化などによって積極的に推進するとともに、拡大生産者責任の原則を優

先して、総体的に環境負荷の少ない循環型のごみ処理システムを構築していく。 

 そして、これらの施策を進めるにあたっては、市民・事業者・行政の三者が協議会などを

作り、計画・実行・見直し・行動すべてを協働して行なう。また、環境負荷の少ない実践を

行なう市民や団体に対して支援する。 

基本構想 第 3 章 施策の大綱  Ⅲ 快適で豊かな都市文化を育む 

現行 34 ページ １．持続可能な環境都市の形成 

 現在、私たちの最大の環境問題は地球温暖化である。持続可能な社会経済システムや環境

負荷の少ないライフスタイルへの転換のために、祖先が培ってきた「もったいない精神」の

今日的な意義に光を当て、施策のすべての局面で、可能な限り環境負荷が少ない方途を探る

べきである。 

◇ 地球温暖化防止策を優先的に推進する。 

◇ ごみ減量・処理経費削減に努め、適正な処理を行なう。 

◇ クリーンセンター建替え計画を検討する。 

◇ 環境負荷の少ないライフスタイルへの転換を推進する。 

◇ 市民・事業者・行政のパートナーシップを推進する。 
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長期計画 第 1 章 まちづくりの現状と課題、新たな視点 

現行 50 ページ ９．環境形成とまちづくり 

（１）環境問題における次世代への責務 

 地球温暖化をはじめとする環境問題は今世紀最大の課題である。温暖化防止やごみの発生

抑制、減量、再生利用に努めるなど、市民・事業者・行政が協働して環境負荷の少ない社会

の構築を目指す必要がある。さらに、公園や水辺環境の整備など、次世代に引き継ぐべき自

然環境の保全と回復に向けた施策を進める必要がある。 

（２）環境形成とまちづくり推進の視点 

 環境と共生し、「リデュース・リユース・リサイクル（３R）」を柱とした循環型のまちづく

りを推進することは、我々がヒトとして生存していく上で、不可欠である。このためにも、

多世代の市民に向けて環境学習やまちづくり学習の機会を設け、身近な自然やまちへの関心

を喚起し、参加と連携による実効性のあるまちづくりを目指す必要がある。 

長期計画 第 2 章 施策の体系 １．優先施策 

現行 55 ページ （４）緑化・環境施策の推進 

 地球温暖化をはじめとする環境問題は、地球規模の視点と同時に、市民一人ひとりの自覚

と行動の積み重ねが必要な問題であり、優先的に取り組む必要がある。ごみの発生抑制や緑

化の推進、環境負荷の少ないライフスタイルの実践など良好な環境を次世代に引き継いでい

くため、実効ある施策を推進する。 

 循環型社会形成のために、ごみの資源化処理の拡充などにより埋立て処分量の低減を図る

と同時に、市民・事業者のごみ排出者としての責任を明確にしたうえで、行政も含めた三者

が一体となって連携・協力し、数値目標を立てて、共に行動する。さらに、循環型ごみ処理

システムの構築の検討や、現在の資源多消費型のライフスタイルから環境負荷の少ないライ

フスタイルへ転換するための意識啓発を進めていく。 

 都市の緑は、人々の生活に潤いをもたらすとともに、まちの美観や災害時の延焼防止など

安全で美しいまちにとっての貴重な資源でもある。今後とも、特色ある公園づくりや遊歩道

の再整備などにより、緑の環境を拡充していく。また、民有地や民間施設の緑の増加を支援

するとともに、緑化に携わる人材・団体を育成し、活動の場を拡大するなど、市民とともに

緑化推進の施策を推進していく。 
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長期計画 第 2 章 施策の体系 ２．施策の体系 

現行 73 ページ １．持続可能な都市の形成 

（１）地球温暖化防止に向けた施策    

現在、最大の環境問題は地球温暖化であり、その防止に向けた施策を優先する必要がある。地

球環境を保全する持続可能な都市の形成のためには、資源多消費型の社会経済システムやライフ

スタイルの変革が必要である。 

日常の省エネルギーを啓発するとともに、市民生活における自主的省エネ活動への助成を充実

する。「フィフティ・フィフティ」ルールの導入、環境配慮型住宅や高断熱省エネ住宅の導入を指

導する。また、自然エネルギーの利用目標を設定し、購入電力のグリーン化を図る。 

交通運輸による温室効果ガスの排出抑制のため、低公害車の普及、車から公共交通や自転車へ

の転換などを促進する。また、時間帯限定車乗り入れ規制の導入、自転車専用レーンや駐輪場の

整備を促進する。 

（２）ごみの減量と適正な処理 

リデュース、リユース、リサイクル（3R）を優先し、循環型社会構築の一環としての廃棄物対

策が必要である。 

ごみ減量は、二ツ塚最終処分場の延命のためにも急務である。家庭ごみ有料化や市民の努力な

どによって、「ごみから資源へ」の流れを定着させることができたが、ごみ総量の減少には至って

いない。目標年度を定めて 1 人 1 日あたりごみ発生量を多摩地区平均なみに削減することを目指

す。また、ごみ処理経費の削減に努める。 

東京たま広域資源循環組合が行っているエコセメント事業は、二ツ塚最終処分場の延命に寄与

する。当面、同組合の構成市として支援するとともに、日の出町の環境保全に十分配慮する。二

ツ塚以後の最終処分について早急に検討する。 

クリーンセンターの建替えに関しては、20 年間継続してきた協働と信頼の歴史を損なわないよ

う、計画の初期から市民と協働して進める。場所は、既存構想を尊重し、規模は、人口動態とご

み減量を織り込みスリムな施設を目指す。より環境負荷の少ない処理システムを検討し、リサイ

クルプラザの併設など 3R を含む総合的な廃棄物対策の促進に寄与する施設を目指す。 

（３）環境負荷の少ないライフスタイルへの転換  

落葉や剪定枝の堆肥化・チップ化、教具のリユース、イベントでのリユースカップの導入など、

知恵を使った環境配慮型ライフスタイルを積極的に提案する。また、学校現場において、体験型

環境教育を促進する。 

グリーンパートナー制度を充実し、環境に配慮した事業活動を支援する。 

（４）市民・事業者・行政のパートナーシップの推進     

 持続可能な都市の形成のためには、市民、事業者、行政の協働が不可欠である。三者が協議会

を設置し、イコールパートナーとして、環境施策の計画、実行、見直し、行動（ＰＤＣＡ）を行

う。 

 行政は、環境施策を行なう行政機構を整備するとともに、環境会計の手法を導入し、中期の数
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値目標を立てて、環境施策を行う。また、職員の研修を促進する。 

 環境活動を行う市民団体をネットワーク化し、協働と情報発信の拠点として環境センターを整

備する。 
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【３】 市民生活１ 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

 

 

 

基本構想 第１章 第四期基本構想・長期計画の前提 

現行 18 ページ ５．これまでの成果 （３）武蔵境のまちづくりの推進 

 （8 行省略） 

 農水省食糧倉庫跡地に建設する新公共施設については、平成 15 年に基本計画を策定し、現

在、“知的創造拠点”として建設基本計画の策定とそれに続く実施設計の準備を進めている。

 （2 行省略） 

基本構想 第 2 章 まちづくりの目標と圏域ごとのまちづくり 

現行 25 ページ １．まちづくりの目標 （６）市民と地域がつくる活力あるまち 

 （6 行省略） 

 また本市では、昭和 46 年、全国に先駆けて策定したコミュニティ構想により市民主導のコ

ミュニティづくりが行われ、自主参加・自主企画・自主運営という自主三原則を基本に、各

地区のコミュニティセンターが 16 のコミュニティ協議会によって運営されている。この仕組

みは、都市部における新しいコミュニティづくりのあり方を示すものとして注目され、行政

における市民協働や市民パートナーシップという考え方の萌芽でもあった。しかし、市と市

民のイコールパートナーシップによる協働は、まだ実現しているとは言えない。 

 今後は市民の持つパワーを施策にどう結びつけていくかが市に課せられた課題であろう。

その意味からも、市は、今後様々な自主的な市民活動を側面から支援すると同時に、各種の

福祉施策、子育て支援やコミュニティビジネスなどをはじめとして、アダプト・プログラム

による道路や公園の自主管理など、市政のあらゆる分野において、地域コミュニティや目的

別コミュニティ、及びその他の市民団体との協働を推進する。 

 （8 行省略） 

基本構想 第 3 章 施策の大綱  Ⅲ 快適で豊かな都市文化を育む 

現行 35 ページ 10．市民活動の活性化と協働の推進 

 （5 行省略） 

◇ コミュニティ活動の開放性・透明性を高めるとともに、コミュニティセンター利用者 

  の利便性の向上を図る。 

◇ 社会貢献的な活動を行う団体と行政が、対等な立場で課題解決や公的なサービス提供 

  に取り組めるような体制づくりを進める。 

◇ 上記課題をふまえて、コミュニティに関する市民会議を開催する。 
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基本構想 第 3 章 施策の大綱  Ⅲ 快適で豊かな都市文化を育む 

現行 35 ページ 11．男女共同参画社会の推進  13．生涯スポーツの振興 

 修正なし。 

基本構想 第 3 章 施策の大綱  Ⅲ 快適で豊かな都市文化を育む 

現行 35 ページ 12．都市・国際交流の推進 

 都会と地方がお互いに欠けているものを補い、共存していく、これが本市の交流事業の目

的である。交流事業は、期間を区切って評価・見直しを行なう。また、先進的な取り組みを

行なっている自治体との交流を推進する。 

 ◇ 友好都市は合併を控えているところも多いが、可能な限り積極的に交流を推進する。 

◇ 積極的な国際交流事業を推進するとともに、外国人市民へのきめ細かなサービスを提 

  供する。 

基本構想 第 3 章 施策の大綱  Ⅲ 快適で豊かな都市文化を育む 

現行 35 ページ 14．特色ある市民文化の発展 

 （3 行省略） 

◇ 武蔵野プレイス（仮）は、検討の経過をふまえて、市と市民の協働により検討を継続 

  する。歴史資料館は、歴史資料室程度の規模とし、平和を願う記念として展示内容を 

  整備する。今後、上記２つの施設の開設を目指すとともに、平成 17 年 5 月に開館した

  吉祥寺シアターを含め、既存施設とのネットワークを強化する。 

 ◇ 自ら文化活動を実践する市民のために、創作や稽古、発表の場の確保を行っていく。 

長期計画 第 1 章 まちづくりの現状と課題、新たな視点 

現行 44 ページ ２．市民パートナーシップの意義 

 （18 行省略） 

 しかし、それに劣らず大切なことは、福祉サービスを市民が直接手がけることがもたらす

“質”の問題である。福祉サービスは個人の尊厳と密接に関係し、その達成－受け手の満足

－は、提供者と受け手との人間関係に強く依存するからである。この人間関係が業務契約以

外の地縁に支えられるのであれば、画期的に質の高いサービスを生み出す可能性をもってい

る。このような質の高い市民による福祉サービスは、地域コミュニティの充実・活性化と、

そこと連携する目的別コミュニティの活動によって実現されるものである。また、福祉施策

は、国など市の手の及ばないところで定められるものが多く、互いに錯綜しており、市民に

とって分りにくいものとなったり手続きに苦労させるおそれがある。 （21 行省略） 
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長期計画 第 1 章 まちづくりの現状と課題、新たな視点 

現行 47 ページ ５．コミュニティと都市間交流 

（１）コミュニティ 

 武蔵野市では、昭和 46 年のコミュニティ構想に基づき、全国に先駆けて市民主導のコミュ

ニティづくりが行われてきた。各地区のコミュニティセンターは「自主参加・自主企画・自

主運営」という自主三原則によって現在も運営されている。そして、各地区のコミュニティ

づくりにおいては、多様な市民活動や行政施策が、「コミュニティづくりの主体は市民である」

という理念のもとに展開されている。市民パートナーシップという考え方は、一面では本市

のコミュニティ構想の発展という側面を有しているといえる。 

 しかし、平成 13 年に制定されたコミュニティ条例は、その制定のプロセスに十分な市民参

加がなかったため、地域コミュニティの現状との間に齟齬をきたしている部分がある。そこ

で、コミュニティに関する市民会議を開催し、コミュニティ条例の改訂について検討する。 

 （12 行省略） 

（２）交流事業 

 （10 行省略） 

 国際交流を推進する姿勢は、環境、人権、平和に対する考え方にもつながるものである。

市民を主体にして新たに先進的な取り組みを行なっている自治体との交流事業を展開してい

く一方で、地域の大学、市民団体、企業、国レベルの公的機関等との連携を重視し、長期的

な展望をもって取り組む。 

 また、交流事業の中には当初の目的を終えているものもあるので、各事業とも年限を区切

り、評価・見直しを行なう。 

長期計画 第 1 章 まちづくりの現状と課題、新たな視点 

現行 50 ページ ８．男女共同参画社会の推進 

 （末尾に追加） 

 また、子育てや介護を男女が共に担うだけでなく、男女の社会参加を実現するために、子

育てや介護の社会化、雇用任用における男女の不均衡の是正、男女平等教育や意識啓発が必

要である。 
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長期計画 第 2 章 施策の体系 

現行 78 ページ 10．地域コミュニティの活性化 

 市のコミュニティづくりは、コミュニティ構想に基づき、市民が主体になって進められてきた。

その活動拠点として 20 館（分館等を含む）のコミュニティセンターが設置されている。コミュ

ニティ活動の開放性・透明性をより一層高めるため、情報提供・情報公開を積極的に推進するの

はもちろんだが、現行のコミュニティ条例は市と市民の十分な協働によって策定されたものでは

ないため、地域コミュニティの実情に合わない面も多く、条例によって定められ、始められたコ

ミュニティ評価も、各コミュニティの活動を振り返る手がかりとしての意味は認められるが、ま

だ試行錯誤の段階である。 

 コミュニティ条例とコミュニティ評価の見直し、及び自主三原則に基づくコミュニティのあり

方について、市と市民の協働で幅広く検討すべく、コミュニティに関する市民会議を開催する。 

 また、地域コミュニティが担う役割は多岐に亘るが、そこに地域の商店街が果たしてきた役割

は大きい。今後、地域コミュニティと商店街の連携を支援し、双方の活性化を促進する。 
（１）コミュニティセンターの再構築  

 コミュニティセンターのあり方の基本は、地域コミュニティと目的別コミュニティの連携の場

であり、そこへの参加者を地域コミュニティや目的別コミュニティの活動へとつなげていくセン

ターである。この基本に立ち返って再構築を行わなければならない。 

 コミュニティセンターの新設については、第四期・第五期コミュニティ市民委員会答申の中で、

「市内の整備は完了した」とされているが、境・境南地区東部はコミュニティセンターの空白地

域であるため、コミュニティセンターの設置を検討する。今後も地域住民の要望・地域コミュニ

ティの状況等勘案して、コミュニティセンターの設置について検討する。 

 陳情が採択されている八幡町コミュニティセンターの建て替えについては、計画段階から市と

市民が協働し、推進する。 

 また、近年、電子的なネットワーク上の交流・連携も生まれているため、「電子コミュニティ」

の支援のあり方についても研究していく。 

長期計画 第２章 施策の体系 １．優先施策 

現行 54～55 ページ （１）～（６）の後に追加 

（７）地域コミュニティの活性化 

 地域における様々な課題（防災・防犯・高齢者福祉・子育て・環境問題・商店街の活性化・

地産地消の推進等）は、地域住民によるコミュニティ活動と目的別コミュニティの活動が連

携することによって解決が図られることが望ましい。そのためには、自主三原則に基づく地

域コミュニティの活性化が不可欠である。コミュニティに関する市民会議を開催し、コミュ

ニティ条例の見直し、及び今後の地域コミュニティと目的別コミュニティの連携について検

討する。また、コミュニティの課題を共有すべく、市と市民の相互研修の機会を設ける。 
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 さらに、センター利用者の利便性向上を図るため、施設予約状況が確認できるようなセンター

間の施設情報の共有化、むさしの FM、ケーブル TV でのセンターの活動の広報について検討す

る。 

（２）協働推進体制の整備 

 ＮＰＯ団体、市民団体、ボランティア団体などの社会貢献的な活動を行う団体と地域コミュニ

ティと行政とが、それぞれの特性を活かしながら、対等な立場でパートナーシップを発揮し、地

域の課題解決や公的サービスの提供に取り組めるような体制づくりを進める。そのため、ＮＰＯ

活動の促進や協働のあり方に関する市の目標や方針を示した基本計画に基づき、市職員を対象と

した意識啓発に取り組む。また、従来からのＮＰＯ法人に対する補助金や、研修・講座の開催な

どを充実させ、団体の自立支援を行っていくと同時に、ＮＰＯや市民活動団体などが地域コミュ

ニティと交流し連携を図っていくための拠点として、それら市民活動に関する様々な情報提供と

情報集約機能を持つ、サポートセンターの設置を検討する。 

 

現行 79 ページ 11．男女共同参画社会の推進 

 男女共同参画社会の実現には、男女がともに自立した対等なパートナーとして、お互いに尊重

し、協力し合い、社会のあらゆる分野に自らの意思で参画できることが重要である。しかし、市

職員及び各種委員会における男女の構成では、明らかに男性が多数になっているのが現状である。

男女の構成比の適正化を目指す全庁的な取り組みを強化するとともに、市民との協働を促進する

必要がある。 

（１）推進体制の整備と強化 

 社会の変化に対応した「第二次男女共同参画計画（21～25 年度）」を市民参加により策定する

とともに、男女共同参画推進の指針となる条例の制定について、市民とともに研究し、議論を深

める。 

（２）様々な活動の充実と環境整備 

 「むさしのヒューマン・ネットワークセンター」は、自主運営の形態を維持しつつ、武蔵野市

の男女共同参画施策推進の中心的機関として位置づけ、場所・人員配置等の課題を解決すべく、

検討を進める。性差により社会的な不利益を解消し、勤労環境を整備するため、保育・育児、介

護などの支援機関との連携を深めるとともに、就労に必要な能力を高めるセミナーの開催や創

業・起業等の情報を提供する。また、中小の女性事業者に対して実態調査を行い、調査結果に基

づいて支援を検討する。市の施策への提言を行う審議会等の女性委員の割合を一層高めるととも

に、市として民間企業に対するポジティブアクションを促す取組みを研究する。 

 女性に対する様々な暴力、メディアによる性差別的な表現、性の商品化の拡大など、女性の人

権を侵害している多くの問題がある。関係機関との連携を強化し、被害の防止と被害者の救済、

自立を支援するための体制整備をする。また、相談事業の充実を図る。さらに、社会制度や慣行

に存在する固定的な性別役割分業意識の是正や、社会にあふれる多様な情報の取捨選択、評価・

利用する能力（メディア・リテラシー）の向上などを図るため、引き続き情報誌の発行や講演会・
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講座の開催、男女平等教育の推進などを通して真の男女共同参画を目指す社会風土づくりを進め

る。 

 

現行 79 ページ 12．都市・国際交流の推進 

 交流事業は意義深いものが多いが、中には年月の経過の中で既にその役割を終えているものも

ある。逆に現在の武蔵野市政に資するべく、先進的な取り組みを行なう自治体等との交流が求め

られている。各事業とも年限を区切り、実績をふまえて評価・見直しを行なう。 

（１）国内都市交流・協力の推進 

 友好都市の中には市町村合併を控えているところも多く、合併後に交流のあり方が変化してい

くことも考えられるが、合併後も可能な限り積極的に交流を推進する。従来からの市民ツアーや

セカンドスクール、アンテナショップ、武蔵野市交流市町村協議会などの各事業及び給食食材の

供給、木材の供給等多様なチャンネルで交流を充実させつつ、連携を深める。 

 また、市民レベルの交流をさらに活発にするため、市民が主体となり国内交流を進める体制づ

くりを推進する。さらに、農業や自然体験など参加・体験型の交流事業を推進していく。 

 さらに、多くの自治体は過疎化の課題を抱えている。友好都市として課題を共有し、市として

も取り組みを検討する。 

（２）国際交流・協力の推進 

 積極的に国際交流事業を推進していくとともに、拡大、発展してきた事業について役割分担を

図りながら、武蔵野市国際交流協会や関係機関と連携していく。事業ごとに目的を明確にして、

単なる繰り返しに陥らないよう、その成果をひとつずつ検証し、更新、または既にその役割を終

えたものは終了していくことが必要である。なお、武蔵野市国際交流協会の組織については、Ｎ

ＰＯ法人化を念頭におきつつ、国の公益法人制度の抜本的改革が平成 18 年度に予定されている

ことから、その推移に留意しながらあり方も含めて計画的に見直しを進める。 

（３）外国人市民へのサービスの向上 

 市内に在住する外国人の数は増加している。在住外国人にきめ細かな情報提供などのサービス

を行うほか、相互理解に向けた市民レベルの活動を支援する。また、外国人留学生に対しては、

対象を限定した留学支援金制度を再開するとともに、現在実施している支援の内容や方法を見直

し、留学生ばかりでなく、市民にも成果が還元されるような制度に再編成を行う。 

 

現行 80 ページ 13．生涯スポーツの振興 

（１）スポーツ施策の多角的な検討 

 「生涯スポーツ社会」すなわち幼児も高齢者も障害者もスポーツに参加できる社会を目指し、

スポーツ施策を総合的に体系化、計画化する。「スポーツ振興計画（仮称）」の策定にあたっては、

体育協会や学識経験者、市民の参画による検討委員会を設置し、市のスポーツ施策や管理運営団

体である（財）武蔵野スポーツ振興事業団のあり方について多角的に検討する。また、市民が気

軽に身近でスポーツを楽しめるよう、指導者を育成するとともに、総合体育館を中心に、各学校

17



 

や民間スポーツ施設をも包括するネットワークを構築する。 

（２）体育施設の整備・充実 

 市民が、スポーツを快適、安全に楽しめるよう施設の整備、充実及び利便性の向上（利用時間・

利用料等）を図る。総合体育館は、計画期間内に開設から 20 年目を迎える。温水プールも含め、

適切な維持管理と定期的な点検を行い、施設劣化の防止に努める。また、市営プール管理棟は、

改装を行う。都立武蔵野中央公園スポーツ広場は、多目的に利用され、関係者から改善要望も高

い。応分の市の財政負担も視野に入れ、都と十分協議し、抜本的改修を行う。 

 

現行 80 ページ 14．特色ある市民文化の発展 

 市では、これまでもクラシックやジャズなどの音楽専用ホール、美術館や茶室など多様な施設

を設置し、多くの市民が多様な文化を享受できる環境づくりを進めてきた。今後も市民ニーズや

時代の要請に応え、特色ある市民文化の創造・発展のためのプログラムや場の提供を進める。 

 本計画期間内には、三つの新たな施設の開設を目指す。吉祥寺シアターは、現代演劇やダンス

などの舞台芸術に特化した劇場として、平成 17 年度に開館し、新たな都市文化の発信拠点を目

指す。武蔵境の農水省食糧倉庫跡地には、知的創造拠点として図書館機能を中心に複合的な機能

が有機的に連携した「新公共施設（武蔵野プレイス（仮）」の建設が計画されているが、既存の武

蔵境駅周辺施設（スイング・市民会館・西部図書館）との機能分担及び地域のコミュニティセン

ターや学校の活用による機能分担について引き続き検討を進める。また、図書館機能についても、

現在の 3 館及び市内各種学校の図書室・館との連携を検討する。 

 歴史資料館については、武蔵野市の資料内容から、「資料室」程度のものが妥当であると考えら

れる。ただし、中島飛行機工場の記録は、平和を願う記念として資料室に展示されるよう検討を

進める。 

 なお、市民文化会館は、市の文化政策の拠点施設であるため、舞台装置の維持管理など、計画

的な点検・整備を行っていく。施設の専門性を重視し、文化施設としての高い水準を維持すると

ともに、それを実現するため、管理運営団体である（財）武蔵野文化事業団のあり方についても

検討する。また、同館を核として、市民の多様な要望に応えることができるよう施設間のネット

ワークを強化していく。 

 市民文化の発展のためには、自主的な市民の文化活動を支援していくことが必要である。自ら

文化活動を実践する市民のために、創作や稽古、発表の場を確保するとともに、市民の声を聞き

ながら、各施設がより活発な交流や文化創造の拠点となるような方策を検討・実現していく。 

 

 

 

 

 

 

18



 

【４】 市民生活２ 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  
 

 

基本構想 第 2 章 まちづくりの目標と圏域ごとのまちづくり 

現行 25 ページ ２．個性を活かした圏域ごとのまちづくり 

 修正なし。 

基本構想 第 3 章 施策の大綱  Ⅲ 快適で豊かな都市文化を育む 

現行 34 ページ ４．農業の振興  

◇ 農地は、農業のみならず災害時の避難場所や都市環境保全など多くの機能を有してい 

   る。農地の現状維持に努めるとともに、地産地消の促進や安全・安心な農産物を供給 

   する体制の支援を行っていく。 

◇ 活力ある農業の振興を図るため、農業者・消費者・JA・商連・行政の常設協議会を設

  ける。 

基本構想 第 3 章 施策の大綱  Ⅲ 快適で豊かな都市文化を育む 

現行 34 ページ ５．商工業の振興  

 活力あるまちであり続けるために、市民・商店街・まちづくり専門家・行政が連携して、

商工業の振興を図る。基本的には大型店等に頼らず、全市的に｢歩いて暮らせるまちづくり｣

＝｢コンパクトシティ｣を目標に、商店街と住民とのネットワークで安心・安全を追求し、地

域内経済循環で足腰の強い地域経済の確立を目指す。 

 ◇ 大型店の受け入れ規制も含めた武蔵野市商業振興基本条例制定を目指す。 

◇ 吉祥寺や武蔵境の商業振興を図るため、リピーターの増加につながる活性化の研究を

目指す。 

◇ 市民生活に密着した路線商業の活性化のため、アンケート等実態調査に基づく現状を 

  反映した活性化策を進め、地域と連携した商店街づくりを協働・支援する。 

基本構想 第 3 章 施策の大綱  Ⅲ 快適で豊かな都市文化を育む 

現行 34 ページ ６．都市観光の推進  ７．真に豊かな消費生活の推進 

 修正なし。 
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長期計画 第 2 章 施策の体系 ２．施策の体系 

現行 75 ページ ４．農業の振興 

（１） 農地の現状維持 

 農地は、農業のみならず災害時の避難場所や都市環境保全、子どもの教育や環境教育も含めて

多くの機能を有しており、都市であっても出来得る限り地域内で食物を循環させていくため、生

産緑地や市街化区域内の農地の現状維持を優先課題とする。具体的には、「農業振興基本計画」で

予測している農地の減少を公共用地として確保して現状維持に努める。また、優れた施策の提案

については現行制度内での工夫を含め財政面からも積極的に支援していく。 

基本構想 第 3 章 施策の大綱  Ⅲ 快適で豊かな都市文化を育む 

現行 34 ページ ８．防犯性の高い快適なまちづくり 

 武蔵野市では、市内 110 番受理件数は平成 14 年以降減少傾向にあり、また刑事事件発生件

数も平成 14 年以降減少傾向にある。この傾向は力を入れて市内パトロールを強化してきた市

民・行政・警察の協働の成果である。しかし、市民の「体感治安」は悪化しており、そのた

め地域社会の健全性を高め、地域の「防犯力」を高めていく必要がある。 

◇ きめ細かいパトロールによりまちの防犯性を高めるとともに、美化清掃活動ではマナ 

  ーアップなどモラルに訴える施策を実施する。 

 修正なし。 

基本構想 第 3 章 施策の大綱  Ⅲ 快適で豊かな都市文化を育む 

現行 35 ページ ９．防災体制の強化 

長期計画 第１章 まちづくりの現状と課題、新たな視点 

現行 46 ページ ４．安全安心のまちづくり 

 修正なし。 

長期計画 第 2 章 施策の体系  １．優先施策 

現行 54～55 ページ （１）安全安心なまちづくりの推進 

          （５）吉祥寺のまちづくりの推進 

          （６）武蔵境のまちづくりの完成 

 修正なし。 
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（２） 都市農業の振興 

 農業振興基本計画は、東京都農業振興プラン等との整合性を図り、見直しを行うが、武蔵野市

独自の振興策実施が困難な場合は農業特区など規制緩和も視野に入れて見直すこととする。また、

農産物の販売方法は全量市内で消化（保育園、学校、高齢者センター、路線商店街の活性化の一

つとして青果店でも販売）の方向を目指す。市内農産物の一層の地産地消促進を図るため、農業

者・消費者・JA・商連・行政の常設協議会を設け、実効ある施策（品評会、収穫祭等元気のでる

イベント）を推進する。 

 市民に安全・安心な農産物を供給するため、上記協議会で環境にやさしい農業推進(生産履歴表

示、農業ポジティブリスト制度の遵守、農薬散布の注意表示、減農薬・有機農業への取組強化、

生産緑地等へのごみの不法投棄の根絶等)を協議し、そのための支援を行う。特に生ごみコンポス

トの活用を含めた有機農業への取り組みを強化する。そのため農業ボランティア、農業ヘルパー

の仕組みづくりをすすめる。 

（３） 体験型市民農園の支援 

 市が管理する市民農園ばかりでなく、農業者自らが開設して管理運営を行う、体験型市民農園

について支援を行い、充実を図る。当面維持・管理の主体を地権者にしたままで市民の農作業へ

の参加を進め、平成 21 年までにモデル体験型市民農園を発足する。利用者は、入園料・野菜収

穫代金を支払い園主(農家)の指導の下、種まきや苗の植え付けから収穫まで体験する。 

 

現行 75 ページ ５．商工業の振興 

 活力あるまちであり続けるために、市民・商店街・まちづくり専門家・行政が連携して、商工

業の振興を図る。基本的には大型店等に頼らず全市的に｢歩いて暮らせるまちづくり｣＝｢コンパク

トシティ｣を目標に、商店街と住民とのネットワークで安心・安全を追求し、地域内経済循環で足

腰の強い地域経済の確立を目指す。また市民生活に密着した路線商業の活性化のため、アンケー

ト等実態調査に基づく現状を反映した活性化策を進め、地域と連携した商店街づくりを協働・支

援する。また大型店の受け入れ規制も含めた武蔵野市産業振興基本条例制定を目指す。 

（１）吉祥寺商業活性化 

 都内有数の繁華街である吉祥寺については、商業関係者も参画した吉祥寺グランドデザインに

基づいた総合的な整備を進める。まちの将来像や魅力の創出など、官民協働の取り組みを進める

とともに、リピーターの増加につながるよう、商店街の施設整備や個店の魅力の向上について商

業関係者・消費者と研究していく。 

（２）路線商業活性化 

 後継者問題をはじめ、路線商業の現状には非常に厳しいものがある。一方、町内会が全市的に

は組織されていない本市にとって、商店会は、防災、防犯、交通対策、環境、美化、少子高齢化

対策等あらゆる市民生活に密着した存在である。商店街と住民とのネットワークで安心・安全を

追求し、空き店舗を使ってリサイクル事業や修理市、買い物時の一時託児や荷物預かり、お年寄

りの見守り制度を兼ねた宅配、地元の野菜の販売や情報発信基地の役割をする等大型店には出来
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ないきめ細かい取り組みを地域住民、商店街、行政で共同研究し、計画の出来たところから実施、

市は助成していく。 

（注）「商店数の推移」は、平成 16 年 7 月調査のデータがあるので、少なくとも平成 15･16 年の

分を更新すること。平成 17 年のデータが出来ているなら追加すること。  

（３）武蔵境商業活性化 

 武蔵境圏は、鉄道連続立体交差事業や桜堤団地建替、大規模マンション完成に伴う人口増など

商業が影響を受ける要素が多い。武蔵境駅周辺も大型店に頼らず、TMO 組織ではなく、新たに

地域市民、商業者、行政の協働の下、駅南北一体化のまちづくりについて（武蔵境活性化センタ

ー(仮称)設置も含めて）検討を開始する。 

（４）新製品開発等の支援 

 修正なし。 

（５）企業の支援 

 小規模企業資金融資斡旋事業や勤労者互助会を通じた中小事業のための支援を引き続き行う。 

 

現行 76 ページ ６．都市観光の推進－地域の再発見 

 修正なし。 

 

現行 76～77 ページ ７．真に豊かな消費生活の推進 

  遺伝子組替え食品や・・・。修正なし。 

（１）消費者教育の推進と相談態勢の充実 

 修正なし。 

 （注）「消費生活相談受付件数の推移」平成 17 年までのデータがあるので、更新すること。 

（２）安全・安心を基本とした食に対する学習 

 修正なし。 

（３）消費者活動の支援 

 衣食住・環境などに関する消費者活動を継続的、計画的に行う団体に対し、情報交換、研究の

場を提供するほか、講師派遣、専門講座の開催など学習活動の支援を行う。とりわけ研究成果発

表の場を多くの市民と共有できるよう支援していく。 

現行 77 ページ ８．防犯性の高い快適なまちづくり 

 武蔵野市では、市内 110 番受理件数は平成 14 年以降減少傾向にあり、また刑事事件発生件数

も平成 14 年以降減少傾向にある。この傾向は力を入れて市内パトロールを強化してきた市民・

行政・警察の協働の成果である。しかし、市民の「体感治安」は悪化しており、そのため地域社

会の健全性を高め、地域の「防犯力」を高めていく必要がある。マナーアップなどモラルに訴え

る施策を展開して清潔で美しいまちを構築していく。 

（１）防犯性の高いまちづくりの推進 

 市内の各地区ごとに自転車及び徒歩による巡回するエリアパトロールと、市内全域のパトロー
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ルを行うホワイトイーグルとの連携を図ることにより、よりきめ細かなパトロールを確立し、犯

罪の防止を図る。 

 (注)「市内 110 番受理件数」グラフを直近の「刑事事件発生件数」データに変更が望ましい。 

（２）快適な生活環境の確保 

 快適な生活環境確保のため、公害及び有害化学物質の発生状況を監視するとともに、近年増加

傾向にある市民生活に起因する生活公害の低減や解決のための施策を検討する。また、引き続き

風俗環境浄化にも努める。美化清掃活動をさらに拡充し、地域ごとの美化意識の高揚と実践を図

る。さらに、吉祥寺駅周辺・三鷹駅北口・武蔵境駅南北口で行われているマナーアップの取り組

みの一層の定着を図るとともに、地域への拡大をすすめる。また、関係部署とも連携を取り、公

共の場所へのポイ捨てをしにくくするような施策を進める。 

 (注)「歩行者喫煙者数の推移」「吸殻の散乱状況の推移」データを三鷹・武蔵境を含む直近のデ

ータに変更する。 

 

現行 77 ページ ９．防災態勢の強化 

（１）地域防災力の向上 

 市内を 250ｍ四方の基準区画(メッシュ)に区切り、各メッシュ内に消火栓のほか防火水槽等の

消防水利の整備を進める。一時集合場所・避難所に指定している市立小中学校については、断水・

停電時でも水の確保を確実なものにするため、継続的に敷地内の新たな井戸の掘削等整備を進め

る。さらに、オープンスペースの確保及び防災機能を強化するため、今後も「防災広場」の整備

を図るとともに、協力農地を活用した「地区災害時避難所」の整備を推進する。 

 市内で過去災害にあった状況を克明に研究、ハザードマップ化し、武蔵野市直下型地震を想定

した災害状況の解析を 19 年度内に完了し、ハード・ソフト両面からのより確実なインフラ整備

を進め、被害状況に応じた避難場所の誘導等確実にする。 

 自主防災組織は、現在全市で 22 組織にとどまっていることから、市内全域への組織化をさら

に推進するとともに、防災推進員の地域における役割の強化、自主防災組織委員等には上級救命

技能の習得を図り、災害時の救命率の向上を図る。また専門的な知識と経験を有する防災指導員

を設置する。自主防災組織連絡協議会を設立し、団体相互の情報交換等を行い、各団体の事業及

び活動をより一層活発なものとする。 

 地域防災力を向上させるには地域防災組織を強化すると同時に、日頃から近所の関係作り、特

に向う三軒両隣の関係を作ることが大切である。 

 地域系防災無線システムを更新し、デジタル化を進めるとともに、避難想定人口を 19 年度内

で見直し、避難想定人口の当初 2 日分の食糧の備蓄に加え、災害弱者と言われる高齢者・障害者・

乳幼児に適した食糧、寝具や日用品などの生活必需品の整備も進める。 

（２）防災・安全センター(仮称)の整備 

 修正なし。 
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Ⅴ 市民委員の意見要約 
 

 

 

 

   意見要約の記載について 

 

１．「第四期長期計画 実施状況」の中の、事業内容コード番号と施策・事業を記し、 

  その後に、市民意見の要約を記載した。 

２．見解を付したものと付していないものがある。 

    ３．議論の途中で取り下げになった意見は、記載しなかった。 
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と
を

義
務

付
け

る
な

ど
段

階
的

に
進

め
て

い
く

こ
と

に
よ

り
、

近
隣

の
公

園
管

理
が

で
き

る
よ

う
に

な
る

。
3
0
3
0
0

◎
･
市

民
が

自
然

の
回

復
と

保
全

の
た

め
行

政
と

一
体

化
し

て
取

り
組

む
。

◎
･
計

画
段

階
か

ら
市

民
が

参
加

し
、

実
行

に
移

す
。

3
0
3
1
0
・

水
辺

空
間

の
整

備
と

生
態

系
の

重
視

・
身

近
な

自
然

の
回

復
と

保
全

･
防

火
対

策
と

し
て

の
街

路
樹

の
重

要
性

。
街

路
に

常
緑

樹
を

植
え

て
道

路
を

覆
っ

て
し

ま
う

の
は

ど
う

か
。

緑
被

率
に

も
つ

な
が

る
。

○

街
路

樹
の

規
定

に
よ

り
、

常
緑

樹
は

難
し

い
と

の
意

見
が

あ
っ

た
が

、
緑

化
環

境
セ

ン
タ

ー
の

笠
原

課
長

に
確

認
し

た
と

こ
ろ

特
に

問
題

は
な

か
っ

た
。

財
産

権
の

侵
害

に
あ

た
ら

な
い

か
と

の
意

見
有

。

地
元

商
店

街
の

商
品

券
や

エ
コ

マ
ネ

ー
。

・
緑

の
保

全
・

創
出

を
図

る
た

め
の

支
援

制
度

の
調

査
･

研
究
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3
0
3
2
0

○
･
荒

廃
す

る
山

林
の

回
復

･
保

全
の

体
験

を
学

習
し

、
居

住
地

で
生

か
す

。
○

･
市

民
（

親
子

）
の

関
心

を
高

め
、

主
体

的
な

参
加

を
促

す
こ

と
が

重
要
。

3
0
3
2
1
･
森

林
保

全
事

業
の

展
開

△
･
子

ど
も

の
誕

生
時

の
み

な
ら

ず
、

小
中

学
校

入
学

時
に

も
植

林
を

す
る

。
場

所
が

な
け

れ
ば

姉
妹

都
市

に
植

え
さ

せ
て

も
ら

う
。

3
0
3
2
2
･
身

近
な

自
然

体
験

学
習

の
場

の
整

備
･
活

用
◎

･
小

中
学

生
の

身
近

な
緑

体
験

を
増

や
す

。

3
0
3
2
3

○
･
制

度
を

採
用

し
て

拡
張

し
、

市
内

の
緑

減
少

を
市

外
で

補
填

す
る

仕
組
み

に
活

用
で

き
な

い
か

検
討

す
る

。

◎
･
公

園
緑

化
基

金
制

度
を

市
民

に
も

っ
と

認
知

さ
せ

、
フ

ァ
ン

ド
や

緑
の
ト

ラ
ス

ト
制

度
の

設
立

を
す

す
め

る
。

3
0
2
4
0

◎
･
緑

は
市

民
の

財
産

を
PR

 。
･
11

月
実

施
の

一
斉

清
掃

の
落

ち
葉

を
堆

肥
化

す
る

。
･
落

ち
葉

の
感

謝
祭

を
市

内
3箇

所
で

実
施

す
る

。
･
地

域
住

民
の

理
解

と
協

力
の

承
諾

を
得

て
、

市
内

全
小

中
学

校
及

び
公

園
に

落
ち

場
の

堆
肥

場
を

設
置

す
る

。
･
落

ち
葉

の
買

い
入

れ
な

ど
で

回
収

を
強

化
し

、
堆

肥
化

等
を

積
極

的
に
推

進
す

る
。

◎
･
緑

と
人

間
の

共
生

を
徹

底
PR

し
、

落
ち

葉
は

全
面

的
に

堆
肥

化
し

、
自

然
の

循
環

の
輪

に
入

れ
る

。
･
シ

ス
テ

ム
の

確
立

に
つ

い
て

エ
コ

マ
ネ

ー
支

給
を

検
討

。

・
近

郊
地

の
森

林
の

保
全

と
活

用

･
ト

ラ
ス

ト
制

度
に

よ
る

水
と

緑
の

保
全

・
落

ち
葉

の
堆

肥
化

シ
ス

テ
ム

の
確

立
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コ
ー

ド
施

策
市

民
委

員
の

意
見

備
考

1
ご

み
減

量
・

温
暖

化
・

C
O
2
削

減
、

各
長

期
計

画
の

、
作

成
・

実
施

・
検

証
・

見
直

し
を
一

貫
し

て
３

者
で

行
い

、
役

割
分

担
を

明
確

に
す

る
。

2
「

三
者

協
働

」
は

、
市

政
す

べ
て

に
関

わ
る

大
原

則
で

あ
り

、
必

須
。

3
「

市
民

は
」

環
境

学
習

を
行

う
。

市
の

施
策

に
協

力
す

る
。

「
事

業
者

は
」

製
造

・
流

通
・

販
売

・
廃

棄
す

べ
て

の
プ

ロ
セ

ス
で

、
環

境
負

荷
の

少
な

い
行

動
を

行
な

う
。

従
業

員
が

、
環

境
保

全
の

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

に
参

加
し

や
す

く
す

る
。

「
行

政
は

」
施

策
の

検
証

・
デ

ー
タ

開
示

・
三

者
の

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

構
築

を
行

な
う

。
4

形
だ

け
で

な
い

、
実

体
の

伴
な

う
「

協
働

の
仕

組
み

」
三

者
の

パ
ー

ト
ナ

ー
シ

ッ
プ

。
5

地
域

密
着

型
・

分
散

型
。

市
民

の
目

線
で

発
想

・
行

動
す

る
。

縦
割

り
で

な
い

、
上

意
下

達
で

な
い

や
り

方
。

6
市

職
員

は
、

市
民

の
活

動
を

調
整

す
る

コ
ー

デ
ィ

ネ
ー

タ
ー

の
役

割
を

果
た

し
て

ほ
し

い
。

（
く

ら
し

フ
ェ

ス
タ

で
う

ま
く

い
っ

て
い

る
）

7
P
→

D
→

C
→

A
を

回
す

。
　

量
と

経
費

を
明

確
に

。
そ

の
た

め
に

は
、

数
値

や
デ

ー
タ

を
オ

ー
プ

ン
に

す
る

。
8

温
暖

化
ガ

ス
削

減
を

目
指

し
、

「
地

域
エ

ネ
ル

ギ
ー

協
議

会
」

を
新

設
す

る
。

9
「

個
」

の
市

民
と

し
て

で
な

く
、

コ
ミ

ュ
ニ

テ
ィ

と
し

て
緑

・
ご

み
問

題
に

取
り

組
む
シ

ス
テ

ム
作

り
。

1
0

コ
ミ

セ
ン

で
の

「
グ

リ
ー

ン
パ

ー
ト

ナ
ー

制
度

」
を

活
用

す
る

。

1
1

市
民

を
「

行
政

の
下

請
け

」
的

に
活

動
さ

せ
た

り
、

イ
ベ

ン
ト

に
「

動
員

」
し

た
り

、
で

は
な

く
、

共
に

議
論

し
て

合
意

の
上

で
活

動
す

る
パ

ー
ト

ナ
ー

と
し

て
位

置
づ

け
る

。
1
2

市
報

の
コ

ラ
ム

に
ご

み
環

境
の

コ
ー

ナ
ー

を
作

っ
て

ほ
し

い
。

（
緑

の
レ

ポ
ー

タ
ー

が
既

に
や

っ
て

い
る

）
1
3

ご
み

便
利

帳
の

校
正

作
業

に
、

職
員

と
市

民
が

一
緒

に
行

な
う

。
多

く
の

目
で

、
よ

り
使

い
や

す
い

便
利

帳
に

す
る

。
1
4

環
境

自
治

体
会

議
・

環
境

首
都

コ
ン

テ
ス

ト
に

参
加

し
て

、
３

者
と

も
に

他
自

治
体

の
取

り
組

み
を

学
ぶ

。
1
5

市
民

と
職

員
が

一
緒

に
学

ぶ
。

内
側

か
ら

変
え

て
い

っ
て

ほ
し

い
。

1
6

環
境

省
「

我
が

家
の

環
境

大
臣

」
東

京
商

工
会

議
所

「
エ

コ
検

定
」

な
ど

を
取

り
入

れ
る
。

1
7

苦
情

処
理

に
多

大
な

労
力

を
費

や
さ

な
く

て
済

む
よ

う
、

日
常

的
な

「
市

民
と

の
協

働
」

を
積

み
上

げ
る

こ
と

が
重

要
。

1
8

環
境

美
化

推
進

委
員

・
ク

リ
ー

ン
む

さ
し

の
を

推
進

す
る

会
の

活
動

を
評

価
し

直
し

、
実

際
に

活
動

す
る

市
民

の
目

線
か

ら
再

構
築

を
検

討
す

る
。

1
9

学
校

や
コ

ミ
セ

ン
に

「
環

境
ブ

ー
ス

」
を

作
る

。
2
0

学
校

や
コ

ミ
セ

ン
に

、
「

今
月

の
C
O
2
発

生
量

」
の

表
示

板
を

設
置

す
る

。
（

南
町

コ
ミ
セ

ン
で

既
に

実
施

）
2
1

フ
ィ

フ
テ

ィ
フ

ィ
フ

テ
ィ

ル
ー

ル
を

導
入

す
る

。
2
2

子
ど

も
た

ち
が

、
電

気
・

ガ
ス

・
水

道
料

を
チ

ェ
ッ

ク
し

、
節

約
の

た
め

の
話

し
合

い
を
す

る
。

（
I
S
O
1
4
0
0
1
の

活
用

）
2
3

体
験

型
の

教
育

を
。

（
買

い
物

・
堆

肥
化

・
紙

芝
居

・
劇

な
ど

）
2
4

給
食

で
地

元
野

菜
を

食
べ

、
農

作
業

体
験

し
、

生
ご

み
や

落
葉

の
堆

肥
化

を
行

い
、

命
の

大
切

さ
を

伝
え

る
。

2
5

学
校

・
親

・
地

域
で

、
具

体
的

目
標

（
ご

み
量

減
少

な
ど

）
の

あ
る

カ
リ

キ
ュ

ラ
ム

を
作

成
す

る
。

2
6

不
必

要
な

も
の

は
、

買
わ

な
い

・
も

ら
わ

な
い

、
土

に
返

ら
な

い
も

の
は

使
わ

な
い

、
な

ど
の

体
験

学
習

を
行

う
。

2
0
0
7
.
4
.
1
0

3
0
1
1
1

市
民

・
事

業
者

・
行

政
の

協
働

関
係

の
構

築

3
0
1
1
2

環
境

教
育

の
推

進

【
２
】
　
環
境
に
関
す
る
市
民
委
員
の
意
見
要
約
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2
7

「
買

わ
な

い
」

と
い

う
言

葉
は

、
商

工
業

者
か

ら
見

る
と

不
都

合
が

あ
る

の
で

は
な

い
か

？
2
8

学
校

用
品

や
、

衣
類

の
お

下
が

り
を

広
め

る
。

お
下

が
り

バ
ン

ザ
イ

。
2
9

環
境

標
語

を
募

り
、

街
角

に
掲

示
す

る
。

3
0

ク
リ

ー
ン

む
さ

し
の

が
発

行
し

た
「

市
民

ア
ク

シ
ョ

ン
」

の
よ

う
な

、
チ

ラ
シ

を
活

用
す

る
。

3
1

行
政

・
教

育
委

員
会

・
学

校
の

枠
を

超
え

て
、

も
っ

と
市

民
団

体
や

N
P
O
を

活
用

す
べ
き

。
他

自
治

体
の

実
践

を
学

ん
で

ほ
し

い
。

3
2

行
政

の
縦

割
り

を
超

え
て

、
実

行
で

き
る

仕
組

み
を

作
る

べ
き

。

3
3

昨
年

暮
れ

施
行

さ
れ

た
新

・
環

境
基

本
法

は
「

生
命

を
尊

び
自

然
を

大
切

に
し

、
環

境
の

保
全

に
寄

与
す

る
態

度
を

養
う

」
事

が
新

た
に

加
え

ら
れ

て
い

る
。

こ
の

視
点

に
立

っ
た

提
言

が
必

要
。

3
4

成
人

に
対

し
て

。
サ

ー
ク

ル
に

環
境

担
当

者
を

置
き

、
出

前
講

習
会

を
聞

く
。

人
口

の
○

％
は

、
講

習
に

参
加

す
る

よ
う

に
。

3
5

自
然

エ
ネ

ル
ギ

ー
2
0
/
2
0
（

2
0
2
0
年

ま
で

に
2
0
%
を

自
然

エ
ネ

ル
ギ

ー
で

ま
か

な
う

）
等
の

普
及

啓
発

事
業

な
ら

び
に

設
置

助
成

制
度

の
拡

充
。

3
6

全
部

の
学

校
や

コ
ミ

セ
ン

の
屋

上
に

太
陽

光
発

電
を

設
置

す
る

。
3
7

一
般

家
庭

の
太

陽
光

発
電

設
置

に
、

補
助

金
を

増
額

す
る

。
市

民
出

資
の

ソ
ー

ラ
ー

設
置
も

で
き

る
の

で
は

。
3
8

防
災

セ
ン

タ
ー

に
は

、
太

陽
電

池
・

燃
料

電
池

は
必

須
。

3
9

市
民

の
目

に
触

れ
て

、
啓

発
で

き
る

よ
う

に
、

市
役

所
ロ

ビ
ー

の
南

側
に

、
ソ

ー
ラ

ー
パ

ネ
ル

を
置

き
、

発
電

量
を

掲
示

す
る

。
4
0

雨
水

の
徹

底
利

用
の

た
め

、
助

成
制

度
を

作
る

。
建

築
確

認
の

際
、

エ
コ

思
想

の
徹

底
を

要
求

す
る

。

4
1

コ
ジ

ェ
ネ

レ
ー

シ
ョ

ン
シ

ス
テ

ム
を

導
入

す
る

な
ら

、
市

役
所

な
ど

人
の

出
入

り
の

多
く

、
ア

ピ
ー

ル
で

き
る

場
所

で
、

目
に

見
え

る
形

で
。

4
2

雑
草

・
落

葉
・

剪
定

枝
を

、
出

来
る

だ
け

自
分

で
・

地
域

で
処

理
す

る
。

ど
う

し
て

も
出

来
な

い
も

の
だ

け
、

市
に

処
理

し
て

も
ら

う
。

4
3

市
役

所
が

処
理

し
て

く
れ

る
の

が
当

然
、

と
い

う
感

覚
に

な
っ

て
し

ま
っ

て
い

る
の

は
、

問
題

。
4
4

学
校

・
公

園
・

ク
リ

ー
ン

セ
ン

タ
ー

に
落

葉
堆

肥
場

を
設

置
す

る
。

よ
い

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー
シ

ョ
ン

の
場

に
な

っ
て

い
る

。
4
5

す
べ

て
の

学
校

と
公

園
に

落
ち

葉
堆

積
場

を
作

り
、

敷
地

内
処

理
を

徹
底

す
る

。
4
6

チ
ッ

プ
化

破
砕

機
を

、
購

入
し

、
公

園
や

遊
歩

道
に

敷
き

詰
め

る
。

（
破

砕
機

は
、

都
の

を
借

用
す

れ
ば

い
い

と
の

意
見

あ
り

）
4
7

剪
定

枝
は

、
業

者
・

市
が

収
集

し
、

セ
ン

タ
ー

内
で

チ
ッ

プ
化

処
理

す
る

。
4
8

立
川

市
は

、
剪

定
枝

と
給

食
生

ご
み

の
一

次
処

理
物

を
堆

肥
化

し
て

い
る

。
参

考
に

し
た

い
。

4
9

「
落

葉
は

ご
み

で
は

な
い

」
こ

と
を

知
ら

せ
る

た
め

、
講

習
会

を
開

く
。

5
0

落
葉

堆
肥

の
利

用
方

法
を

確
保

し
て

、
継

続
可

能
な

仕
組

み
に

。
市

民
農

園
を

活
用

す
る
。

5
1

リ
ユ

ー
ス

促
進

・
修

理
機

能
強

化
・

住
宅

住
み

替
え

の
ス

ス
メ

・
リ

サ
イ

ク
ル

セ
ン

タ
ー

の
事

業
拡

大
。

5
2

1
0
0
年

も
つ

住
宅

を
、

複
数

の
家

族
が

交
代

で
活

用
す

る
。

住
み

替
え

促
進

。
（

市
の
施

策
で

は
無

理
だ

と
の

意
見

あ
り

）
5
3

必
要

な
面

積
を

早
急

に
決

め
る

。
既

に
持

っ
て

い
る

ス
ペ

ー
ス

の
活

用
を

考
え

る
。

5
4

環
境

を
考

え
る

場
が

ほ
し

い
。

フ
リ

ー
マ

ー
ケ

ッ
ト

な
ど

の
拠

点
。

杉
並

区
の

例
を

研
究
す

べ
き

。

5
5

マ
イ

バ
ッ

グ
作

り
・

お
も

ち
ゃ

の
病

院
・

牛
乳

パ
ッ

ク
は

が
き

作
り

・
堆

肥
化

講
習

会
な

ど
を

行
な

え
る

リ
サ

イ
ク

ル
プ

ラ
ザ

が
ほ

し
い

。
5
6

中
央

図
書

館
跡

地
の

利
用

は
ど

う
か

。
資

源
化

施
設

・
啓

発
施

設
の

両
面

が
あ

る
。

5
7

シ
ル

バ
ー

人
材

セ
ン

タ
ー

が
、

リ
サ

イ
ク

ル
作

業
所

に
な

っ
て

い
る

の
で

、
さ

ら
に

改
善
し

て
い

く
。

環
境

教
育

の
推

進
3
0
1
1
2

3
0
1
1
3

家
庭

・
業

務
部

門
へ

の
新

エ
ネ

ル
ギ

ー
の

導
入

3
0
1
1
4

緑
の

リ
サ

イ
ク

ル
シ

ス
テ

ム
の

構
築

3
0
1
1
5

リ
サ

イ
ク

ル
セ

ン
タ

ー
等

施
設

設
備

の
検

討

29



5
8

ド
イ

ツ
の

リ
サ

イ
ク

ル
ホ

フ
は

、
ど

こ
の

町
に

も
あ

り
、

使
い

か
け

の
ペ

ン
キ

な
ど

持
ち

こ
め

る
。

5
9

車
両

台
数

を
減

ら
す

。
ア

ッ
プ

ダ
ウ

ン
の

な
い

町
な

の
で

、
車

に
頼

ら
な

く
て

も
い
い

の
で

は
。

6
0

「
環

境
負

荷
の

少
な

い
車

」
と

タ
イ

ト
ル

を
変

え
た

ら
。

6
1

駐
車

場
を

新
設

す
る

際
、

植
樹

を
条

件
に

す
る

。
6
2

ム
ー

バ
ス

を
低

公
害

化
し

た
い

。
（

事
務

局
：

ミ
ニ

バ
ス

は
、

低
公

害
化

が
遅

れ
て
い

る
。

メ
ー

カ
ー

が
作

れ
ば

当
然

導
入

す
る

。
）

6
3

菜
の

花
デ

ィ
ー

ゼ
ル

や
電

気
自

動
車

を
導

入
。

（
原

子
力

発
電

と
の

絡
み

で
、

電
気
自

動
車

が
低

環
境

負
荷

か
ど

う
か

明
確

で
な

い
と

の
意

見
あ

り
）

6
4

駐
車

場
で

、
「

低
公

害
車

割
引

」
を

行
う

。
6
5

自
転

車
の

促
進

は
、

議
論

す
べ

き
こ

と
が

多
い

の
で

、
独

立
に

項
目

立
て

る
べ

き
。

6
6

自
転

車
通

勤
者

に
メ

リ
ッ

ト
を

作
り

、
車

→
公

共
交

通
機

関
あ

る
い

は
自

転
車

へ
の

転
換
を

促
進

す
る

。
6
7

駅
前

駐
輪

が
困

難
で

止
め

ら
れ

な
い

。
促

進
し

よ
う

が
な

い
の

で
は

？

6
8

3
0
1
1
7

環
境

会
計

の
研

究
２

１
年

度
ま

で
研

究
継

続
と

は
、

余
り

に
遅

い
。

他
市

に
率

先
し

て
取

り
組

む
べ
き

。

6
9

ど
こ

ま
で

ご
み

を
減

ら
せ

る
か

、
生

ご
み

を
燃

や
さ

ず
堆

肥
化

で
き

る
か

が
、

カ
ギ

。
市

民
参

加
の

専
門

委
員

会
を

立
ち

上
げ

る
。

7
0

一
般

的
に

、
焼

却
炉

は
3
0
万

人
を

基
準

と
す

る
。

1
3
万

人
の

当
市

は
、

近
隣

市
と

共
同
建

設
を

考
え

て
も

い
い

の
で

は
な

い
か

。
7
1

歴
史

的
経

過
を

重
視

し
、

武
蔵

野
市

単
独

で
の

、
焼

却
炉

建
て

替
え

を
進

め
る

べ
き

。
7
2

ご
み

減
量

努
力

を
織

り
込

ん
だ

規
模

。
生

ご
み

資
源

化
を

含
め

た
処

理
方

式
。

7
3

複
数

の
案

を
比

較
検

討
で

き
る

よ
う

に
、

専
門

委
員

会
で

原
案

作
成

す
る

。
7
4

リ
サ

イ
ク

ル
シ

ョ
ッ

プ
併

設
・

シ
ル

バ
ー

人
材

セ
ン

タ
ー

の
見

直
し

・
情

報
発

信
拠

点
の

新
設

な
ど

を
検

討
す

る
。

7
5

剪
定

枝
チ

ッ
プ

化
施

設
は

、
騒

音
の

問
題

が
予

想
さ

れ
る

。
7
6

発
電

設
備

を
併

設
し

、
余

剰
電

力
の

売
電

を
検

討
す

る
。

エ
ネ

ル
ギ

ー
は

徹
底

的
に

活
用
。

7
7

余
熱

を
市

役
所

と
体

育
館

に
使

う
た

め
、

N
E
D
O
の

補
助

金
を

７
億

か
け

て
設

備
を

作
っ

た
。

7
8

発
電

設
備

・
市

役
所

や
体

育
館

の
冷

暖
房

に
活

用
す

る
。

7
9

「
立

派
す

ぎ
る

」
設

備
を

作
り

、
「

計
画

発
電

量
に

達
し

な
い

か
ら

ご
み

を
減

ら
さ
な

く
て

も
い

い
」

と
い

う
こ

と
に

な
ら

な
い

よ
う

に
、

あ
く

ま
で

も
控

え
目

な
小

さ
い

設
備

に
す

べ
き

。

8
0

「
ご

み
発

生
量

」
と

「
処

理
経

費
」

の
二

つ
を

指
標

と
し

て
削

減
目

標
を

立
て

る
。

基
本
計

画
の

中
に

、
経

費
の

考
え

方
が

な
い

の
は

問
題

。
8
1

ご
み

処
理

経
費

の
削

減
を

新
た

な
事

業
と

し
て

追
加

し
、

項
目

を
立

て
る

。
現

在
の

「
１

ト
ン

6
万

円
」

は
割

高
で

あ
る

。
8
2

ご
み

処
理

経
費

削
減

の
た

め
、

常
設

の
検

討
委

員
会

を
設

置
す

る
。

（
市

民
・

専
門
家

・
職

員
）

　
（

処
理

費
実

績
値

は
別

紙
）

8
3

数
値

目
標

を
必

須
と

し
、

ア
ク

シ
ョ

ン
プ

ラ
ン

を
立

て
る

。
例

え
ば

、
1
0
年

間
で

「
1
5％

削
減

」
を

目
標

と
す

る
。

8
4

各
家

庭
で

は
、

有
料

袋
の

数
を

記
録

し
、

目
標

値
と

比
較

す
る

。
8
5

収
集

日
を

減
ら

す
。

（
不

燃
ご

み
は

月
１

回
に

。
ビ

ン
・

缶
な

ど
を

月
2
回

に
）

　
不

便
に

な
っ

て
も

か
ま

わ
な

い
。

8
6

資
源

の
日

は
、

袋
出

し
で

な
く

、
箱

出
し

に
切

替
え

る
。

袋
を

使
わ

な
い

で
済

む
。

8
7

有
料

ご
み

袋
の

値
段

を
も

っ
と

上
げ

て
、

努
力

し
た

人
と

し
な

い
人

の
違

い
を

明
確
化

す
る

。
8
8

量
に

応
じ

た
負

担
は

、
当

然
。

差
を

は
っ

き
り

と
つ

け
る

べ
き

。
8
9

も
と

も
と

有
料

化
に

反
対

だ
っ

た
。

税
金

を
徴

収
し

て
い

る
の

に
、

さ
ら

に
ご

み
収

集
を

有
料

化
す

る
の

は
な

ぜ
な

の
か

？

3
0
1
3
0

ご
み

減
量

の
促

進

3
0
1
1
6

低
公

害
車

の
普

及
促

進

3
0
1
2
0

ク
リ

ー
ン

セ
ン

タ
ー

建
替

え
計

画
の

検
討

3
0
1
2
2

エ
ネ

ル
ギ

ー
循

環
型

の
ご

み
処

理
シ

ス
テ

ム
の

検
討
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9
0

何
で

も
ペ

ナ
ル

テ
ィ

を
課

せ
ば

い
い

、
と

い
う

考
え

方
に

は
反

対
。

9
1

有
料

化
導

入
の

前
に

、
十

分
議

論
す

べ
き

だ
っ

た
。

ご
み

減
量

が
目

的
な

ら
、

打
つ

べ
き

施
策

は
他

に
も

あ
っ

た
は

ず
。

9
2

有
料

化
の

是
非

は
、

右
か

左
か

で
無

く
、

ご
み

問
題

に
王

道
は

無
い

。
有

料
化

も
意

識
啓

発
も

、
双

方
が

重
要

。
9
3

市
役

所
や

コ
ミ

セ
ン

で
「

ご
み

減
量

相
談

コ
ー

ナ
ー

」
「

相
談

日
」

を
設

け
る

。
9
4

お
茶

わ
ん

リ
サ

イ
ク

ル
・

マ
イ

箸
運

動
を

促
進

す
る

。
9
5

市
役

所
関

連
の

す
べ

て
の

会
合

で
、

使
い

捨
て

容
器

を
控

え
る

。
（

紙
コ

ッ
プ

・
割

り
箸

・
P
E
T
飲

料
な

ど
）

9
6

ご
み

量
削

減
を

目
的

と
し

た
、

三
者

協
働

の
実

行
委

員
会

を
立

ち
上

げ
、

具
体

的
な

削
減
計

画
を

立
て

る
。

9
7

流
通

分
野

を
含

め
た

ご
み

削
減

の
た

め
の

努
力

目
標

を
設

定
す

る
。

9
8

拡
大

生
産

者
責

任
の

考
え

を
基

に
し

た
取

り
組

み
を

。
9
9

実
効

性
の

あ
る

ご
み

減
量

の
た

め
に

は
、

市
民

に
や

さ
し

く
し

な
く

て
も

い
い

面
も

あ
る

。
サ

ー
ビ

ス
低

下
を

恐
れ

る
な

。
1
0
0

生
活

保
護

世
帯

に
、

一
律

で
有

料
袋

（
2
0
㍑

袋
）

を
支

給
す

る
の

は
よ

く
な

い
。

必
要
な

分
だ

け
配

れ
ば

よ
い

。
1
0
1

落
葉

の
積

極
的

回
収

・
資

源
化

（
地

域
通

貨
活

用
）

。
剪

定
枝

チ
ッ

プ
化

・
資

源
化

。
1
0
2

学
校

教
具

（
算

数
セ

ッ
ト

・
裁

縫
セ

ッ
ト

な
ど

）
の

現
状

を
調

査
し

、
P
T
A
と

連
携

し
て
、

共
用

化
・

お
下

が
り

推
進

す
る

。
1
0
3

自
治

体
か

ら
見

た
法

制
度

の
改

善
を

働
き

か
け

る
。

1
0
4

一
般

家
庭

の
生

ご
み

の
堆

肥
化

を
推

進
。

モ
ニ

タ
ー

制
度

新
設

。
乾

燥
済

み
生

ご
み
の

回
収

ル
ー

ト
を

。
と

に
か

く
生

ご
み

を
燃

や
さ

な
い

で
。

1
0
5

生
ご

み
堆

肥
化

・
コ

ン
ポ

ス
タ

ー
の

講
習

会
や

相
談

日
を

設
け

る
。

ア
ド

バ
イ

ザ
ー

制
度
を

作
る

。
1
0
6

生
ご

み
堆

肥
化

を
実

践
し

て
い

る
市

民
に

は
、

市
民

農
園

を
優

先
し

て
使

え
る

枠
を

用
意
す

る
。

1
0
7

現
在

の
市

民
農

園
は

、
「

土
に

還
せ

る
も

の
は

還
す

」
と

い
う

姿
勢

が
な

い
。

雑
草

や
枯

れ
草

を
燃

や
す

ご
み

に
す

る
の

は
お

か
し

い
。

1
0
8

ノ
ー

レ
ジ

袋
運

動
を

、
全

国
に

先
駆

け
て

取
り

組
む

。
推

進
委

員
会

を
作

る
。

（
使

い
捨

て
プ

ラ
を

止
め

る
）

1
0
9

支
援

だ
け

で
な

く
、

日
の

出
町

の
環

境
や

健
康

を
自

分
た

ち
の

問
題

と
し

て
考

え
る

。
1
1
0

エ
コ

セ
メ

ン
ト

は
、

や
む

を
得

ず
作

っ
て

い
る

も
の

、
と

い
う

現
状

認
識

を
持

つ
。

1
1
1

速
や

か
に

「
地

球
温

暖
化

対
策

実
行

計
画

」
を

策
定

し
て

取
り

組
む

。
1
1
2

温
室

効
果

ガ
ス

排
出

量
の

現
況

調
査

を
実

施
す

る
。

1
1
3

環
境

セ
ン

タ
ー

な
ど

活
動

拠
点

（
会

議
室

・
資

料
室

な
ど

）
を

新
設

し
、

協
働

の
場

を
設

け
る

。
1
1
4

市
の

施
設

・
事

業
で

の
削

減
目

標
を

設
定

し
、

市
民

に
範

を
示

す
。

1
1
5

職
員

の
教

育
研

修
・

達
成

状
況

の
監

査
と

公
表

を
実

施
す

る
。

1
1
6

お
も

ち
ゃ

の
病

院
・

不
用

品
交

換
な

ど
を

進
め

る
。

1
1
7

各
家

庭
や

事
業

所
で

、
毎

月
の

光
熱

費
を

記
録

し
、

削
減

努
力

を
行

う
。

そ
の

結
果

を
、

市
が

公
表

す
る

。
1
1
8

各
家

庭
で

給
湯

配
管

を
保

温
断

熱
す

る
。

（
現

状
は

、
ボ

イ
ラ

ー
か

ら
蛇

口
に

来
る

ま
で

６
㍑

を
浪

費
す

る
。

）
1
1
9

複
層

ガ
ラ

ス
の

樹
脂

サ
ッ

シ
で

冷
暖

房
費

減
少

。
遮

音
効

果
も

。
給

湯
配

管
と

複
層

ガ
ラ
ス

は
、

新
築

・
改

築
時

に
、

強
い

指
導

を
。

1
2
0

街
灯

・
マ

ン
シ

ョ
ン

等
の

日
没

前
の

不
要

照
明

を
減

ら
す

。
セ

ン
サ

ー
式

に
す

る
。

1
2
1

駅
周

辺
に

、
自

家
用

車
乗

り
入

れ
禁

止
時

間
帯

を
作

る
。

（
自

転
車

の
項

目
を

新
た

に
立

て
る

べ
き

）
1
2
2

「
武

蔵
野

市
の

気
温

を
１

度
下

げ
よ

う
」

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

を
立

ち
上

げ
る

。
（

非
科
学

的
な

の
で

は
、

と
い

う
意

見
も

あ
り

）
1
2
3

冷
暖

房
の

設
定

温
度

を
、

公
共

施
設

で
厳

し
く

守
る

。

3
0
1
4
1

環
境

配
慮

型
ラ

イ
フ

ス
タ

イ
ル

の
提

案

3
0
1
3
1

排
出

者
責

任
の

明
確

化

3
0
1
3
0

ご
み

減
量

の
促

進

環
境

負
荷

の
少

な
い

ラ
イ

フ
ス

タ
イ

ル
へ

の
転

換

3
0
1
3
3

エ
コ

セ
メ

ン
ト

事
業

の
支

援

3
0
1
4
0
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1
2
4

市
役

所
・

公
共

施
設

・
学

校
で

、
I
S
O
の

取
り

組
み

を
推

進
す

る
。

1
2
5

「
地

球
温

暖
化

の
原

因
は

自
分

た
ち

の
生

活
に

あ
る

」
「

化
石

燃
料

由
来

の
も

の
を

極
力
使

わ
な

い
」

こ
と

を
広

報
・

講
演

会
で

繰
り

返
し

知
ら

せ
る

。
1
2
6

温
室

効
果

ガ
ス

削
減

の
取

り
組

み
は

、
や

っ
て

当
然

。
６

%
削

減
は

と
て

つ
も

な
く

高
い

ハ
ー

ド
ル

で
あ

る
。

1
2
7

省
エ

ネ
条

例
を

作
っ

て
、

太
陽

熱
温

水
器

な
ど

を
促

進
し

な
け

れ
ば

な
ら

な
い

。
1
2
8

屋
外

自
販

機
の

削
減

を
数

値
目

標
を

立
て

て
誘

導
す

る
。

い
つ

か
は

や
ら

な
け

れ
ば

な
ら

な
い

こ
と

で
あ

る
。

1
2
9

運
転

免
許

証
の

交
付

時
に

、
石

油
燃

料
と

温
暖

化
に

つ
い

て
講

習
を

義
務

付
け

る
。

1
3
0

パ
ス

ポ
ー

ト
交

付
時

に
、

地
球

温
暖

化
・

フ
ー

ド
マ

イ
レ

ー
ジ

の
講

習
を

義
務

付
け

る
。

1
3
1

職
員

自
身

が
「

提
案

」
で

き
る

だ
け

の
力

量
を

持
て

る
よ

う
、

外
部

の
セ

ミ
ナ

ー
な

ど
を

受
講

す
る

。

1
3
2
3
0
1
4
2

環
境

経
営

の
普

及
促

進
グ

リ
ー

ン
パ

ー
ト

ナ
ー

制
度

を
さ

ら
に

推
進

す
る

。
有

効
性

の
検

証
を

し
な

が
ら

。

1
3
3

既
存

の
縦

割
り

意
識

や
組

織
を

乗
り

越
え

て
、

市
民

団
体

や
N
P
O
を

活
用

す
べ

き
。

1
3
4

市
庁

舎
や

公
共

施
設

で
「

環
境

経
営

」
を

行
い

、
そ

の
経

験
を

踏
ま

え
て

市
民

を
リ

ー
ド

す
る

ぐ
ら

い
の

意
気

込
み

が
必

要
。

1
3
5

現
在

の
行

政
機

構
と

予
算

で
は

無
理

な
の

で
は

な
い

か
。

組
織

整
備

が
必

要
。

1
3
6

環
境

セ
ン

タ
ー

を
新

設
す

る
。

（
高

齢
者

施
設

や
福

祉
施

設
と

同
様

の
位

置
づ

け
）

1
3
7

環
境

展
・

環
境

市
民

団
体

交
流

会
を

開
く

。

1
3
8
3
0
8
2
1

生
活

公
害

の
防

止
と

快
適

な
生

活
環

境
の

確
保

吉
祥

寺
界

隈
の

風
俗

店
の

全
廃

に
向

け
取

り
締

ま
り

の
強

化
を

図
る

。

1
3
9

「
自

分
の

と
こ

ろ
は

自
分

で
き

れ
い

に
す

る
」

こ
と

を
徹

底
す

る
た

め
、

市
と

ク
リ
ー

ン
む

さ
し

の
が

中
心

と
な

り
、

協
働

を
推

進
す

る
。

1
4
0

オ
ー

プ
ン

ガ
ー

デ
ン

で
花

い
っ

ぱ
い

運
動

を
行

な
う

。
表

彰
制

度
を

作
る

。

1
4
1

マ
ナ

ー
ア

ッ
プ

キ
ャ

ン
ペ

ー
ン

の
運

営
方

法
は

、
「

上
意

下
達

式
」

で
な

く
、

携
わ

る
市

民
と

職
員

が
共

に
合

意
の

上
で

実
施

す
る

「
協

働
式

」
に

変
更

す
べ

き
。

1
4
2
3
0
8
2
3

公
共

の
場

所
へ

の
ご

み
の

ポ
イ

捨
て

抑
制

対
策

の
推

進

朝
一

番
隊

は
、

一
旦

休
止

し
て

、
活

動
の

成
果

を
評

価
す

る
。

3
0
1
2
1

3
0
1
2
3

3
0
1
2
4

3
0
1
3
2

3
0
8
2
0

3
0
1
4
1

環
境

配
慮

型
ラ

イ
フ

ス
タ

イ
ル

の
提

案

快
適

な
生

活
環

境
の

確
保

環
境

負
荷

の
少

な
い

ご
み

処
理

シ
ス

テ
ム

の
検

討
物

質
循

環
型

の
ご

み
処

理
シ

ス
テ

ム
の

検
討

現
行

シ
ス

テ
ム

で
の

負
荷

軽
減

の
検

討
環

境
に

関
す

る
市

民
活

動
へ

の
支

援

3
0
1
4
3

環
境

学
習

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

の
形

成

3
0
8
2
2

ま
ち

の
美

化
意

識
の

高
揚

と
実

践

言
及

の
な

か
っ

た
項

目
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コ
ー

ド
施

策
市

民
委

員
の

意
見

備
考

1
3
1
0
1
0

コ
ミ

ュ
ニ

テ
ィ

の
活

性
化

・
地

域
コ

ミ
ュ

ニ
テ

ィ
の

活
性

化
。

2
3
1
0
1
1

コ
ミ

ュ
ニ

テ
ィ

活
動

の
開

放
性

・
透

明
性

の
向

上
・

福
祉

分
野

、
教

育
分

野
と

の
連

携
を

強
化

す
る

。
（

地
域

商
店

街
も
）

3
3
1
0
1
2

電
子

コ
ミ

ュ
ニ

テ
ィ

の
推

進
・

電
子

コ
ミ

ュ
ニ

テ
ィ

に
よ

る
情

報
の

授
受

だ
け

で
な

く
、

地
域

コ
ミ
ュ

ニ
テ

ィ
や

目
的

別
コ

ミ
ュ

ニ
テ

ィ
と

つ
な

ぐ
ソ

フ
ト

の
工

夫
が

必
要

。

4
3
1
0
1
3
(
新
)
コ

ミ
ュ

ニ
テ

ィ
条

例
の

改
正

・
市

民
主

体
で

、
市

と
協

働
し

つ
つ

、
コ

ミ
ュ

ニ
テ

ィ
に

関
す

る
市

民
会

議
を

開
催

し
、

コ
ミ

ュ
ニ

テ
ィ

条
例

の
改

正
を

検
討

す
る

。
5

・
コ

ミ
ュ

ニ
テ

ィ
セ

ン
タ

ー
の

充
実

。
6

・
コ

ミ
ュ

ニ
テ

ィ
セ

ン
タ

ー
の

空
白

地
帯

の
解

消
。

7
・

コ
ミ

ュ
ニ

テ
ィ

セ
ン

タ
ー

共
通

の
課

題
の

確
認

。
（

福
祉

・
環

境
・
防

災
・

商
店

街
の

活
性

化
な

ど
）

8
・

コ
ミ

ュ
ニ

テ
ィ

協
議

会
の

活
性

化
。

（
参

加
の

自
由

と
多

様
性

の
保

障
、

団
塊

・
子

育
て

世
代

の
参

加
）

9
・

コ
ミ

ュ
ニ

テ
ィ

セ
ン

タ
ー

へ
の

財
政

支
援

。
1
0

・
行

政
と

市
民

の
相

互
研

修
。

以
下

の
個

別
の

課
題

に
つ

い
て

は
、

画
一

的
に

取
り

組
む

の
で

は
な

く
、

各
コ

ミ
ュ

ニ
テ

ィ
、

或
い

は
協

議
会

・
研

連
等

で
検

討
す

る
。

1
1

・
幼

児
の

集
ま

れ
る

場
所

を
。

1
2

・
定

期
健

康
診

断
、

市
政

相
談

の
窓

口
を

。
1
3

・
運

営
に

中
学

・
高

校
生

ら
の

参
加

を
。

1
4

・
転

入
者

に
コ

ミ
セ

ン
案

内
を

。
1
5

・
コ

ミ
セ

ン
に

環
境

ブ
ー

ス
、

男
女

共
同

参
画

ブ
ー

ス
を

。
1
6

・
軽

食
・

喫
茶

コ
ー

ナ
ー

を
つ

く
り

、
障

が
い

者
も

働
け

る
場

を
。

1
7

・
有

料
サ

ー
ビ

ス
の

検
討

。
1
8

3
1
0
2
0

協
働

推
進

体
制

の
整

備
・

協
働

推
進

体
制

の
整

備
。

1
9

3
1
0
2
2

協
働

へ
向

け
た

市
職

員
へ

の
意

識
啓

発
・

地
域

コ
ミ

ュ
ニ

テ
ィ

を
核

と
し

た
コ

ミ
ュ

ニ
テ

ィ
の

総
合

的
な

施
策
に

基
づ

き
、

市
職

員
と

市
民

の
相

互
研

修
を

行
な

う
。

2
0

3
1
0
2
3

N
P
O
活

動
支

援
の

充
実

・
地

域
コ

ミ
ュ

ニ
テ

ィ
を

核
と

し
た

N
P
O
他

市
民

団
体

と
の

連
携

及
び

、
各

々
の

活
動

を
支

援
す

る
。

2
1

3
1
0
2
4

市
民

活
動

サ
ポ

ー
ト

セ
ン

タ
ー

の
検

討
・

地
域

で
活

動
す

る
N
P
O
・

団
体

に
は

、
コ

ミ
ュ

ニ
テ

ィ
セ

ン
タ

ー
内

に
サ

ポ
ー

ト
ス

ペ
ー

ス
を

設
置

す
る

。
全

市
的

或
い

は
広

域
に

活
動

す
る

N
P
O
・

団
体

に
は

、
サ

ポ
ー

ト
セ

ン
タ

ー
の

設
置
を

検
討

す
る

。

2
2

3
1
1
1
1

第
二

次
男

女
共

同
参

画
計

画
の

策
定

・
男

女
共

同
参

画
基

本
条

例
の

制
定

と
第

二
次

男
女

共
同

参
画

計
画

の
策

定
は

、
目

的
を

同
じ

く
す

る
も

の
で

あ
り

、
同

時
並

行
的

に
検

討
を

す
す

め
る

。

【
３
】
　
市
民
生
活
１
に
関
す
る
市
民
委
員
の
意
見
要
約

2
0
0
7
.
4
.
1
0

コ
ミ

ュ
ニ

テ
ィ

セ
ン

タ
ー

の
充

実
3
1
0
1
4
(
新
)
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2
3

3
1
1
2
1

「
む

さ
し

の
ヒ

ュ
ー

マ
ン

・
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
セ

ン
タ

ー
」

の
充

実

・
「

む
さ

し
の

ヒ
ュ

ー
マ

ン
・

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

セ
ン

タ
ー

」
は

、
武

蔵
野

市
の

男
女

共
同

参
画

施
策

推
進

の
中

心
的

機
関

と
し

て
、

場
所

・
人

員
配

置
等

の
課

題
の

解
決

を
含

め
、

そ
の

位
置
づ

け
を

検
討

す
る

。

2
4

3
1
1
2
2

女
性

の
就

労
環

境
の

支
援

・
中

小
の

女
性

事
業

者
の

実
態

調
査

を
行

い
、

結
果

に
基

づ
い

て
支

援
を

検
討

す
る

。
2
5

・
男

女
平

等
教

育
の

推
進

。
2
6

・
雇

用
任

用
に

お
け

る
男

女
比

の
是

正
。

2
7

・
女

性
専

門
相

談
窓

口
の

充
実

、
専

門
相

談
員

の
配

置
。

2
8

3
1
2
0
0

都
市

・
国

際
交

流
の

推
進

・
期

限
を

区
切

っ
て

、
各

事
業

の
評

価
・

見
直

し
を

行
な

う
。

2
9

3
1
2
1
0

3
1
2
2
0

国
内

都
市

交
流

・
協

力
の

推
進

、
国

際
交

流
・

協
力

の
推

進
・

先
進

自
治

体
・

先
進

都
市

と
の

交
流

を
検

討
す

る
。

3
0

3
1
2
1
1

友
好

都
市

と
の

連
携

の
強

化
・

給
食

食
材

の
供

給
、

木
材

の
供

給
等

、
多

様
な

チ
ャ

ン
ネ

ル
で

交
流
を

深
め

る
。

3
1

3
1
2
1
4
(
新

)
課

題
の

共
有

・
交

流
地

域
の

課
題

（
例

え
ば

過
疎

化
、

後
継

者
問

題
）

を
共

有
し

、
市

と
し

て
取

り
組

め
る

こ
と

を
検

討
す

る
。

3
2

3
1
2
3
2

市
民

レ
ベ

ル
の

活
動

へ
の

支
援

・
市

民
レ

ベ
ル

の
、

市
内

で
の

交
流

は
促

進
。

3
3

3
1
2
3
3

留
学

生
支

援
制

度
の

再
編

成

・
日

本
と

の
貨

幣
価

値
の

格
差

に
よ

る
留

学
生

活
の

困
難

に
鑑

み
、

対
象
を

限
定

し
て

、
留

学
生

へ
の

支
援

を
再

開
す

る
。

ま
た

、
支

援
を

受
け

る
留

学
生

は
「

む
さ

し
の

国
際

協
力

員
」
と

し
て

位
置

づ
け

、
留

学
生

支
援

に
つ

い
て

意
見

を
も

ら
う

と
同

時
に

、
市

内
国

際
協

力
事

業
へ

の
協

力
を

促
す

。

3
4

3
1
3
1
0

ス
ポ

ー
ツ

施
策

の
多

角
的

な
検

討
・

高
齢

者
・

幼
児

・
障

が
い

者
も

参
加

で
き

る
、

ノ
ー

マ
ラ

イ
ゼ

ー
シ

ョ
ン

を
理

念
と

す
る

生
涯

ス
ポ

ー
ツ

社
会

の
実

現
を

目
指

す
。

3
5

3
1
3
2
4
(
新

)
施

設
の

利
便

性
向

上
・

体
育

施
設

の
利

便
性

の
向

上
（

利
用

時
間

・
利

用
料

等
）

を
図

る
。

3
6

3
1
3
2
5
(
新

)
地

域
ク

ラ
ブ

設
置

の
検

討
・

公
設

民
営

の
総

合
型

地
域

ク
ラ

ブ
に

つ
い

て
検

討
す

る
。

3
7

3
1
3
2
6
(
新

)
パ

ー
ク

ゴ
ル

フ
場

の
検

討
・

子
ど

も
か

ら
高

齢
者

ま
で

参
加

で
き

る
ス

ポ
ー

ツ
と

し
て

、
パ

ー
ク

ゴ
ル

フ
場

の
整

備
を

、
そ

の
条

件
も

含
め

て
検

討
す

る
。

3
8

3
1
4
1
2

新
公

共
施

設
の

建
設

・
新

公
共

施
設

武
蔵

野
プ

レ
イ

ス
（

仮
）

に
つ

い
て

は
、

専
門

家
会

議
の

答
申

を
受

け
て

、
検

討
を

継
続

す
る

。
「

特
色

あ
る

市
民

文
化

の
発

展
」

と
い

う
観

点
か

ら
は

、
周

辺
施

設
（
ス

イ
ン

グ
、

西
部

図
書

館
、

市
民

会
館

）
及

び
地

域
の

学
校

・
コ

ミ
ュ

ニ
テ

ィ
セ

ン
タ

ー
と

あ
わ

せ
て

、
必

要
な

機
能
を

検
討

す
る

。
ま

た
、

他
の

図
書

館
及

び
各

種
学

校
・

大
学

と
の

連
携

を
ふ

ま
え

た
検

討
が

不
十

分
で

あ
る

。

3
9

3
1
4
1
3

歴
史

資
料

館
の

開
設

準
備

・
歴

史
資

料
館

は
、

資
料

の
内

容
か

ら
も

「
資

料
室

」
レ

ベ
ル

で
よ
く

、
新

し
く

資
料

館
を

つ
く

る
の

で
な

く
既

存
の

施
設

の
中

に
位

置
づ

け
る

。
但

し
、

中
島

飛
行

機
工

場
の

記
録

に
つ
い

て
は

、
平

和
を

願
う

記
念

と
し

て
、

資
料

室
の

中
に

き
ち

ん
と

保
存

す
る

。

4
0

3
1
4
1
6

3
1
4
1
7

施
設

間
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
の

強
化

、
市

民
の

文
化

活
動

の
創

作
・

稽
古

・
発

表
の

場
の

確
保

・
文

化
施

設
の

中
に

、
多

様
な

文
化

的
活

動
が

行
わ

れ
て

い
る

市
民
会

館
、

コ
ミ

ュ
ニ

テ
ィ

セ
ン

タ
ー

も
含

め
て

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

化
を

図
る

。
そ

の
中

に
、

計
画

中
の

武
蔵

野
プ

レ
イ

ス
（

仮
）

や
そ

の
他

図
書

館
も

本
来

含
ま

れ
る

べ
き

だ
ろ

う
。

3
1
1
2
3

人
権

尊
重

の
意

識
啓

発
・

相
談

体
制

の
整

備
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コ
ー

ド
施

策
市

民
委

員
の

意
見

備
考

○
第

4
期

長
期

計
画

で
は

「
農

業
の

み
な

ら
ず

災
害

時
の

避
難

場
所

や
都

市
環

境
保

全
等

多
く

の
機

能
を

有
し

て
お

り
、

農
地

の
保

全
に

努
め

る
」

と
し

て
い

る
が

、
「

農
業

振
興

基
本

計
画

」
で

は
1
0
年

後
の
農

地
の

減
少

率
を

7
％

と
設

定
し

て
い

る
。

農
地

の
保

全
の

重
要

性
か

ら
し

て
重

要
施

策
の

一
つ

と
し

て
位

置
づ

け
、

現
状

を
維

持
す

る
か

、
増

加
を

図
ら

ね
ば

な
ら

な
い

。

○
「

農
業

振
興

基
本

計
画

」
で

の
「

市
民

ヒ
ア

リ
ン

グ
」

で
有

効
的

な
意

見
提

起
が

あ
る

に
も

か
か

わ
ら

ず
、

「
現

行
制

度
上

及
び

財
政

困
難

」
で

切
り

捨
て

ら
れ

て
い

る
。

当
面

は
、

現
行

制
度

の
中

で
工

夫
し

、
重

要
優

先
度

か
ら

財
政

面
で

も
ク

リ
ア

ー
す

べ
く

努
力

す
べ

き
で

あ
る

。
し

か
し

、
抜

本
的

な
施

策
の

実
践

に
は

規
制
緩

和
が

必
要

で
、

都
市

部
で

の
農

業
特

区
「

市
民

農
園

」
な

ど
制

度
の

検
討

が
必

要
で

あ
る

。

○
後

継
者

の
育

成
、

環
境

に
や

さ
し

い
農

業
（

生
産

履
歴

表
示

、
農

業
ポ

ジ
テ

ィ
ブ

リ
ス

ト
制

度
の

遵
守

、
農

薬
散

布
の

注
意

表
示

、
減

農
薬

・
有

機
農

業
へ

の
取

組
強

化
）

の
実

現
。

○
農

産
物

の
販

路
の

確
立

と
商

店
と

の
連

携
の

重
要

性
。

○
常

設
の

農
業

者
・

消
費

者
・

J
A
・

商
連

・
行

政
の

協
議

体
の

設
立

。
○

他
市

町
村

と
の

交
流

強
化

・
連

携
の

推
進

。

3
0
4
2
1

「
農

業
振

興
基

本
計

画
」

の
見

直
し

○
「

農
業

振
興

基
本

計
画

」
の

中
間

見
直

し
に

向
け

て
、

都
市

部
で

の
農

業
を

ど
の

様
に

振
興

す
べ

き
か

、
農

業
特

区
「

市
民

農
園

」
な

ど
規

制
緩

和
に

よ
る

市
民

も
参

加
し

た
都

市
農

業
実

現
に

向
け

検
討

を
開

始
す

る
。

検
討

を
す

る
際

は
検

討
委

員
に

消
費

者
を

公
募

に
よ

っ
て

参
加

さ
せ

、
一

定
の

組
織

を
発

足
さ

せ
る

。
○

学
校

給
食

の
食

材
の

自
給

率
現

状
1
7
％

を
3
0
％

程
度

増
や

す
。

○
商

店
で

市
内

産
農

産
物

販
売

コ
ー

ナ
ー

を
促

進
す

る
。

○
フ

ァ
ー

マ
ー

ズ
マ

ー
ケ

ッ
ト

等
を

参
考

に
農

業
者

と
消

費
者

の
交

流
を

図
る
。

○
減

農
薬

・
有

機
農

業
へ

の
具

体
的

支
援

策
。

○
生

ご
み

堆
肥

の
リ

サ
イ

ク
ル

ル
ー

ト
の

確
立

。
○

生
産

履
歴

表
示

。
○

農
業

ポ
ジ

テ
ィ

ブ
リ

ス
ト

の
遵

守
。

○
農

薬
散

布
の

注
意

表
示

等
取

り
組

み
の

強
化

。
○

当
面

維
持

・
管

理
の

主
体

を
地

権
者

に
し

た
ま

ま
で

市
民

の
農

作
業

へ
の

参
加
を

進
め

、
利

用
者

（
市

民
）

は
一

定
の

利
用

料
を

支
払

い
、

管
理

者
か

ら
農

作
業

の
必

要
な

技
術

指
導

を
受

け
、

農
家

の
人

手
不

足
解

消
と

市
民

の
都

市
農

業
へ

の
理

解
を

深
め

る
体

験
型

農
業

の
施

策
を

推
進

す
る

。

○
将

来
的

に
は

、
農

業
特

区
に

よ
る

規
制

緩
和

に
よ

る
N

PO
の

積
極

的
参

入
で
維

持
・

管
理

を
進

め
、

畝
又

は
区

画
単

位
で

利
用

料
金

を
決

め
、

管
理

に
手

の
か

か
ら

な
い

作
物

を
作

付
け

し
、

市
民

が
自

由
に
収

穫
を

楽
し

む
こ

と
が

出
来

る
制

度
を

創
設

す
る

。
○

遊
休

地
は

暫
定

的
に

有
機

農
園

と
し

て
活

用
、

生
ご

み
リ

サ
イ

ク
ル

と
結

合
し

た
市

民
農

園
を

拡
大

す
る

。
○

商
工

課
を

独
立

さ
せ

、
人

員
を

充
実

さ
せ

本
格

的
に

商
工

業
に

力
を

入
れ

る
。

○
市

民
や

商
店

街
が

参
加

し
た

街
づ

く
り

が
大

切
。

3
0
5
0
0

商
工

業
の

振
興

環
境

に
配

慮
し

た
安

全
・

安
心

な
農

業
の

支
援

3
0
4
2
3

3
0
4
3
0

体
験

型
市

民
農

園
の

支
援

都
市

農
業

の
振

興
3
0
4
2
0

市
内

産
農

産
物

の
地

産
地

消
の

促
進

3
0
4
2
2

【
４
】
　
市
民
生
活
２
に
関
す
る
市
民
委
員
の
意
見
要
約

2
0
0
7
.
4
.
1
0

農
地

の
保

全
3
0
4
1
0
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○
市

民
・

商
店

街
・

街
づ

く
り

の
専

門
家

・
市

の
職

員
か

ら
な

る
「

街
づ

く
り

委
員

会
」

を
作

り
、

学
習

会
を

持
ち

、
実

態
調

査
に

つ
な

げ
る

。
○

実
態

調
査

は
ア

ン
ケ

ー
ト

を
配

布
し

郵
送

で
受

け
と

る
。

商
工

会
、

民
商

、
青

色
申

告
会

、
商

店
街

な
ど

の
団

体
に

依
拠

し
て

集
め

る
な

ど
の

方
法

を
取

り
、

文
責

は
市

内
の

大
学

の
経

済
学

部
な

ど
に

依
頼
す

る
。

○
大

型
店

等
に

頼
ら

ず
全

市
的

に
「

歩
い

て
暮

ら
せ

る
街

づ
く

り
」

＝
「

コ
ン
パ

ク
ト

シ
テ

ィ
」

を
目

指
し

、
商

店
街

と
住

民
と

の
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
で

安
心

・
安

全
を

追
求

し
、

地
域

内
経

済
循

環
で

足
腰

の
強
い

地
域

経
済

を
作

り
出

す
。

○
「

地
産

地
消

」
か

ら
「

地
産

地
商

」
へ

の
転

換
。

○
商

店
街

を
中

心
に

し
た

リ
サ

イ
ク

ル
事

業
の

促
進

。
○

各
商

店
街

に
エ

コ
ポ

ス
ト

を
設

置
す

る
の

に
補

助
金

を
出

す
。

○
空

き
店

舗
を

市
が

借
り

、
商

店
街

の
利

用
者

の
憩

い
の

場
と

す
る

。
○

フ
ァ

ッ
ク

ス
で

注
文

を
取

り
、

宅
配

す
る

制
度

を
設

け
、

推
進

さ
せ

る
た

め
、

市
が

補
助

金
を

出
す

。
年

寄
り

の
見

守
り

制
度

を
兼

ね
る

の
も

良
い

。
○

「
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
地

域
通

貨
」

の
実

現
。

○
武

蔵
野

市
産

業
振

興
基

本
条

例
を

制
定

す
る

。
3
0
5
1
0

吉
祥

寺
商

業
の

活
性

化
○

街
路

灯
や

イ
ル

ミ
ネ

ー
シ

ョ
ン

設
置

及
び

省
エ

ネ
化

、
街

の
整

備
。

○
地

域
コ

ミ
ュ

ニ
テ

ィ
の

核
に

な
る

商
店

街
、

環
境

に
や

さ
し

く
人

に
も
や

さ
し

い
商

店
街

の
実

現
。

○
商

店
街

の
空

き
店

舗
を

交
流

の
場

に
、

出
前

制
度

を
設

け
、

商
店

街
と

住
民
の

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

で
安

心
・

安
全

の
温

か
い

ま
ち

づ
く

り
。

○
個

店
の

魅
力

を
引

き
出

す
。

○
グ

リ
ー

ン
パ

ー
ト

ナ
ー

制
度

の
促

進
。

3
0
5
3
0

武
蔵

境
商

業
活

性
化

○
集

客
力

向
上

→
北

口
に

駐
輪

場
を

。
○

回
遊

性
の

あ
る

ま
ち

づ
く

り
。

○
南

町
の

野
口

雨
情

で
の

町
興

し
へ

の
支

援
。

○
安

心
・

安
全

を
基

本
と

し
た

食
に

対
す

る
学

習
。

○
食

育
を

新
事

業
と

し
て

独
立

。
○

消
費

生
活

問
題

を
テ

ー
マ

と
し

た
成

果
発

表
・

展
示

。
○

デ
パ

ー
ト

～
一

般
商

店
レ

ジ
袋

1円
有

料
化

運
動

。
○

吉
祥

寺
東

口
の

性
風

俗
産

業
の

抑
制

と
明

る
い

街
の

開
発

と
地

域
活

性
化

。
○

体
感

不
安

を
減

ら
す

た
め

の
方

法
の

検
討

。
○

コ
ミ

ュ
ニ

テ
ィ

で
の

取
り

組
み

の
充

実
。

○
犯

罪
発

生
時

間
帯

で
の

パ
ト

ロ
ー

ル
強

化
。

○
地

域
住

民
の

抑
止

力
へ

の
充

分
な

協
力

醸
成

を
図

る
。

3
0
8
1
1

あ
い

さ
つ

運
動

の
展

開
○

あ
い

さ
つ

の
声

掛
け

が
犯

罪
を

減
ら

す
。

3
0
8
2
3

公
共

の
場

所
へ

の
ご

み
の

ポ
イ

捨
て

抑
制

対
策

○
駅

周
辺

以
外

地
区

の
対

策
。

防
犯

性
環

境
浄

化
3
0
8
1
0

3
0
7
3
1

消
費

者
団

体
活

動
の

推
進

・
支

援

防
犯

性
の

高
い

快
適

な
ま

ち
づ

く
り

3
0
8
0
0

3
0
6
0
0

都
市

観
光

の
推

進

食
育

の
推

進
3
0
7
2
2

3
0
5
0
0

商
工

業
の

振
興

路
線

商
業

活
性

化
3
0
5
2
0
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○
防

災
グ

ッ
ズ

の
安

価
な

提
供

。
○

災
害

支
援

の
充

実
。

○
コ

ミ
ュ

ニ
テ

ィ
で

の
取

り
組

み
充

実
。

○
職

場
・

マ
ン

シ
ョ

ン
に

自
主

防
災

組
織

を
。

○
プ

レ
イ

ス
に

災
害

時
機

能
を

持
た

せ
る

。
○

地
域

防
災

力
の

育
成

・
強

化
。

○
ハ

ザ
ー

ド
マ

ッ
プ

の
作

成
と

災
害

別
避

難
経

路
と

エ
リ

ア
の

明
示

。
○

地
域

防
災

計
画

の
見

直
し

と
避

難
エ

リ
ア

の
適

正
規

模
の

見
直

し
。

○
受

け
入

れ
態

勢
の

整
備

と
備

蓄
の

確
保

の
見

直
し

と
更

新
。

○
地

域
コ

ミ
ュ

ニ
テ

ィ
で

の
防

災
訓

練
と

連
絡

協
議

会
の

設
立

の
急

務
。

○
防

災
ひ

ろ
ば

及
び

地
区

災
害

時
避

難
場

所
の

整
備

・
拡

充
と

経
路

案
内

標
識
の

設
置

。
○

地
域

に
潜

在
す

る
災

害
リ

ス
ク

を
分

析
し

防
災

能
力

の
向

上
を

図
る

。
○

災
害

発
生

時
を

想
定

し
て

平
時

に
お

け
る

シ
ュ

ミ
レ

ー
シ

ョ
ン

等
に

よ
る

対
応
準

備
強

化
。

3
0
9
1
1

震
災

時
に

お
け

る
消

防
水

利
の

整
備

○
同

時
多

発
火

災
時

の
対

応
強

化
。

3
0
9
1
2

避
難

所
の

水
の

確
保

○
水

確
保

の
た

め
市

内
井

戸
調

査
。

3
0
9
1
4

自
主

防
災

組
織

の
育

成
○

災
害

時
の

被
害

の
拡

大
を

防
ぐ

た
め

、
避

難
行

動
の

指
示

体
制

の
確

立
。

3
0
9
2
0

防
災

・
安

全
セ

ン
タ

ー
整

備
○

災
害

時
に

情
報

を
一

元
的

に
収

集
・

分
析

し
情

報
発

信
を

行
う

。

3
0
9
2
6

地
域

防
災

力
の

育
成

・
強

化
○

地
震

災
害

の
自

助
・

公
助

の
一

貫
し

た
個

人
の

マ
ニ

ュ
ア

ル
を

市
・

市
民
協

働
で

作
成

・
体

系
化

し
、

逐
次

実
践

し
、

最
終

的
に

一
旦

緊
急

時
に

迅
速

に
対

応
で

き
る

体
制

を
確

立
す

る
。

地
域

防
災

力
の

向
上

3
0
9
1
0

3
0
9
0
0

防
災

体
制

の
強

化

3
0
9
0
0

防
災

体
制

の
強

化
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Ⅵ 結言・謝辞 

 

 以上、１８回の作業の結果としての提言書案を掲げた。が、実はこの作業を通じて、提言

書案と並ぶ貴重な成果と要望事項を得る事が出来たことを報告したい。 

１．成果の第１は、議論そのものである。これまでは｢企画は行政、市民は実行｣という構図の中

で、このような議論の場を持つことがほとんどなかった。今回「武蔵野市のあるべき姿の構

築」という絶好の場が提供され、迷走しつつも市民代表委員が真剣に議論したことは、第１

の成果と評価すべきであろう。第２は、委員各位の作業を通じて、市政への理解が深まり、

委員の横の連携、連帯意識が強まったことである。第３は、長期にわたる会議の運営をされ

た若手市職員が、私たちの真剣な討議を聴くことで何かを感じ取って頂けたのではないか、

という期待である。 

２．要望事項の第１は、「時間不足」の改善である。市民会議では期限に追われて十分な議論が出

来ず、何となく消化不良の憾みが残った。もっと精度の高い議論のためには、訪問、聞き取

りなど、実地調査を含めた検討と議論の時間が必要であった。行政から与えられたデータだ

けでない、独自の視点の調査や切り込みが出来なかったのが残念で、今後のためにはご配慮

いただきたい。第２は、討議の進め方についてである。今回の作業では、提言書の最重要課

題である行政と市民の協働が行えなかった。行政マンとしての豊富な経験と情報を持った職

員と、生活者としての情報と行動力を持った委員が、同じテーブルで議論出来ればもっと実

りの多い提案書案になったのでは、と今後の検討課題として提議しておきたい。第３の要望

は、今後開催される策定委員会への傍聴許可など、審議の透明性への配慮に関するもので、

本成果のフォローアップの見地からも前向きに検討していただきたい。 

３．｢緑・環境・市民生活｣グループでは、まちづくりの立場で多くの議論を重ねたが、「第四期基

本構想・長期計画」においてすでに、「市が率先して行動し、市政におけるすべての施策に環

境の視点を置く(２３ページ)」ことが掲げられていることから、この思想の徹底と今後の武

蔵野市全施策への適用を強く期待するものである。 

４．新市長の下、「市民参画」という大きい命題を獲得し、漸く「企画の段階での市民参画」が行

われたが、「参画」とは神輿にぶら下ることではない。行政・事業者と対等の立場でともに学

び、ともに汗をかく責任と覚悟が伴うものである。「安全で暮らしやすい市民生活」の達成の

ためには、市民もまた協調性、自律性、積極性、思いやり、判断力など、｢賢い市民の行動｣

が求められる。 

５．長期計画が策定されれば、今後はその実行・見直し・行動という局面でどのように展開され

るか、市民は大きい関心と期待をもって見守ることになる。この時、市民・行政・事業者が

お互いに｢お手並み拝見｣と言う態度ではなく、信頼で結ばれた協働が達成できれば、必ず「素

晴らしい武蔵野市」が構築されると信じている。１７人の委員の１００時間の議論は１７０

０時間／人に相当する。必ずしも十分満足な結果ではないが、この成果と委員各位の情熱が
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評価され、有効に活用されることを切望する。 

６．最後に、時間的・精神的にハードなこの作業を、冷徹な判断力、調整力とソフトな人柄でま

とめてくださった小竹佐知子アドバイザー、およびこの実り多い会議を設定・運営された武

蔵野市事務局に心から感謝申し上げる。 
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